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帝
釈
天
題
経
寺
（
中
央
）
の
写
真
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル

機
器
を
か
ざ
す
と
、
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
の
説
明
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
A
R
動
画
の
使
い
方
な
ど
は
下
の
Q
R
コ
ー
ド
を
参
照
）
。

東
京
府
下
帝
釈
天
境
内
全
図

（
大
正
15
年

帝
釈
天
題
経
寺
所
蔵
）

葛
飾
柴
又
の

重
要
文
化
的
景
観
の

選
定
に
あ
た
っ
て

古
来
よ
り
伝
統
的
な
情
緒

や
雰
囲
気
を
継
承
す
る
地
域

と
し
て
、
葛
飾
柴
又
が
都
内

初
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

柴
又
で
景
観
の
保
存
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の

方
々
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

柴
又
は
、
映
画
「
男
は
つ

ら
い
よ
」
の
舞
台
に
も
な
り
、

全
国
的
な
知
名
度
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
映
画
も
終
了

し
て
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
現
在
で
も
、
多
く

の
観
光
客
の
方
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
重
要
文
化
的
景
観

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

柴
又
は
、
ま
た
一
つ
!
大
き

な
宝
物
"
を
授
か
り
ま
し
た
。

下
町
葛
飾
の
柴
又
に
、
日
本

全
国
、
さ
ら
に
は
日
本
に
訪

れ
る
外
国
人
の
観
光
客
の

方
々
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
い
た

だ
き
、
そ
の
魅
力
を
体
感
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。こ

の
喜
び
と
誇
り
を
葛
飾

区
民
の
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合

い
、
柴
又
を
は
じ
め
と
す
る

下
町
葛
飾
の
魅
力
を
発
信
し

続
け
る
と
と
も
に
、
今
後
も

柴
又
の
景
観
の
保
存
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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青木 克德

葛飾区長

地域で守り受け継ぐために
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東京都葛飾区高砂 8-21-1

お 
知 
ら 
せ

葛
飾
区
特
別
支
援
教
育

推
進
委
員
会
を
傍
聴
で

き
ま
す

高
次
脳
機
能
障
害
の
あ
る

方
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
・

支
援
者
の
方
へ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
お
よ
び
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委

員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま

す

環
境
・
緑
化
フ
ェ
ア

出
展
団
体
を
募
集
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

静
観
亭

特
別
相
談

『
多
重
債
務
1
1
0
番
』

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
借
上
保
養
施
設

野
鳥
の
た
め
の
ゴ
ミ
拾
い

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

遺
跡
対
象
地
で
の
土
木

工
事
な
ど
の
計
画
が
あ

る
方
へ

平
成
29
年
度
の
成
果
報
告
や

30
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
議
し
ま
す
。

【
日
時
】

3
月
6
日
㈫

午
後
1
〜
3
時

【
対
象
】

区
内
在
住
の
方
10
人
程
度

【
申
込
方
法
】

2
月
27
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

電
話
で（
先
着
順
）。

【
会
場
・
申
し
込
み
・
担
当
課
】

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

（
鎌
倉
2‐

12‐

1
）

!（
5
6
6
8
）7
6
0
8

脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
に
よ

る
高
次
脳
機
能
障
害
（
記
憶
障

害
や
注
意
障
害
な
ど
）
に
つ
い

て
、
相
談
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
・
内
容
】

▽
3
月
6
日
㈫

機
能
・
生
活
訓
練
の
体
験
と
相

談
会

▽
3
月
8
日
㈭

言
語
リ
ハ
ビ
リ
の
体
験
と
相
談

会▽
3
月
15
日
㈭

家
族
相
談
会

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
。

【
対
象
】

区
内
在
住
で
高
次
脳
機
能
障
害

や
失
語
症
の
あ
る
方
、
ま
た
は

そ
の
家
族
・
支
援
者
各
日
10
人

【
申
込
方
法
】

2
月
27
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

電
話
で（
先
着
順
）。

【
会
場
・
申
し
込
み
・
担
当
課
】

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
堀
切
3‐

34‐

1
ウ
ェ
ル
ピ

ア
か
つ
し
か
内
）

!（
5
6
9
8
）1
3
3
6

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）の

適
正
な
運
営
な
ど
を
検
討
す
る

他
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
指
定
や
運
営
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。
運
営
協
議
会
と

運
営
委
員
会
の
委
員
を
兼
ね
ま

す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
対
象
】

区
内
在
住
で
次
に
該

当
す
る
方
各
1
人

▽
介
護
保
険
の
2
号
被
保
険
者

で
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
〜
64
歳
の
方

▽
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
を
利
用
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
方

▽
要
介
護
の
認
定
を
受
け
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
そ
の
家

族
【
任
期
】

4
月
1
日
か
ら
3
年
間

【
活
動
内
容
】

平
日
に
行
う
2
時
間
程
度
の
会

議（
年
4
回
程
度
）へ
の
出
席

【
謝
礼
】

1
会
議
当
た
り
6
千
円

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
を
3
月
12
日

㈪（
必
着
）ま
で
に
持
参
か
郵
送
。

申
込
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ト
ッ
プ→

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

→

高
齢
者
福
祉→

高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
））か
ら
も
取
り
出

せ
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

書
類
選
考

【
申
込
書
配
布
・
申
し
込
み
】

〒
124‐

8555
葛
飾
区
役
所
高
齢
者

支
援
課（
区
役
所
2
階
2
0
1
番
）

【
担
当
課
】

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
に
つ
い
て

高
齢
者
支
援
課

!（
5
6
5
4
）8
5
9
7

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営

委
員
会
に
つ
い
て

介
護
保
険
課

!（
5
6
5
4
）8
2
5
1

環
境
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ

る
イ
ベ
ン
ト
に
、
団
体
の
活
動

紹
介
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

出
展
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

6
月
10
日
㈰

【
会
場
】

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ

し
か（
青
戸
7‐

2‐
1
）

【
対
象
】

環
境
活
動
・
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
る
区
内
の
団
体

ま
た
は
事
業
者
（
政
治
・
宗
教

活
動
ま
た
は
営
利
目
的
を
除

く
）

30
団
体
程
度

出
展
内
容
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
を
3
月
23
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
持
参
か
郵
送
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

申
込
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

【
申
込
書
配
布
・
申
し
込
み
・

担
当
課
】

〒
124‐

8555
葛
飾
区
役
所
環
境
課

（
区
役
所
4
階
4
1
0
番
）

!（
5
6
5
4
）8
5
3
1

!（
5
6
9
8
）1
5
3
8

少
人
数
か
ら
70
人
程
度
の
会

合
・
宴
席
な
ど
に
利
用
で
き
ま

す
。
堀
切
菖
蒲
園
内
の
花
菖
蒲

が
開
花
時
期
を
迎
え
る
6
月
の

利
用
は
、
3
月
1
日
㈭
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
営
業
時
間
】

▽
昼
の
部

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

▽
夜
の
部

午
後
5
時
30
分
〜
9
時

堀
切
菖
蒲
園
の
休
園
期
間

（
4
月
1
日
ま
で
）も
営
業
し
て

い
ま
す
。

【
定
休
日
】

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
営
業

し
、
翌
平
日
は
休
業
）、
年
末

年
始6

月
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

利
用
月
の
3
カ
月
前
の
1
日

午
前
9
時
か
ら
電
話
で
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

静
観
亭
（
堀
切
2‐
19‐
1

堀
切
菖
蒲
園
内
）

!（
3
6
9
3
）6
6
3
6

【
担
当
課
】

公
園
課

ク
レ
ジ
ッ
ト
債
務
や
ロ
ー
ン

の
支
払
い
で
生
活
が
苦
し
い
、

借
金
を
新
た
に
借
り
入
れ
て
返

済
し
て
い
る
な
ど
、
債
務
返
済

で
お
困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
状
況
を
伺
い
、
弁
護
士

な
ど
の
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
日
時
】

3
月
5
日
㈪
・
6
日
㈫

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

直
接
会
場
へ
。
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
対
象
】

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

【
会
場
・
担
当
課
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
立
石
5‐

27‐

1
ウ
ィ
メ
ン

ズ
パ
ル
内
）

!（
5
6
9
8
）2
3
1
1

区
内
在
住
の
方
の
利
用
に
限

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
施
設
利
用
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
5
月
分
ハ
ガ
キ
受
付
】

3
月
1
日
㈭
〜
8
日
㈭
に
申

込
専
用
ハ
ガ
キ
で
（
消
印
有
効

・
1
グ
ル
ー
プ
1
枚
）。

【
施
設
を
利
用
で
き
な
い
日
】

▽
箱
根
パ
ー
ク
ス
吉
野

5
月
24
日
㈭

【
4
月
分
空
室
受
付
】

3
月
1
日
㈭
は
午
前
9
時
か

ら
電
話
の
み
。
3
月
2
日
㈮
か

ら
利
用
日
の
前
日
ま
で
は
、
午

前
8
時
30
分
か
ら
電
話
か
窓
口

で（
先
着
順
）。

【
申
込
専
用
ハ
ガ
キ
・
施
設
利

用
案
内
配
布
場
所
】

区
役
所
内
旅
行
コ
ー
ナ
ー
（
区

役
所
内
郵
便
局
上
）、
区
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所
3
階
3

0
4
番
）、地
域
振
興
課
（
区
役

所
4
階
4
0
5
番
）、区
民
事
務

所
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

地
区
セ
ン
タ
ー
、
学
び
交
流
館

（
亀
有
を
除
く
）、
図
書
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

▽
月
〜
金
曜
日

区
役
所
内
旅
行
コ
ー
ナ
ー

（
区
役
所
内
郵
便
局
上
）

!（
5
6
7
0
）3
8
6
1

▽
土
・
日
曜
日
、祝
日
（
電
話
の

み
。
午
前
11
時
〜
午
後
5
時
）

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅

行
㈱
渋
谷
宮
益
坂
営
業
所

!（
5
7
7
4
）5
0
6
6

空
室
状
況
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
担
当
課
】

地
域
振
興
課

野
鳥
が
ご
み
や
釣
り
糸
で
け

が
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
一

緒
に
ご
み
拾
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
に
は
カ
ワ
セ
ミ
バ
ッ

ジ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】

3
月
10
日
㈯

午
後
1
〜
3
時（
雨
天
決
行
）

【
定
員
】

30
人
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
持
ち
物
】

軍
手

【
申
込
方
法
】

2
月
27
日
㈫
午

前
9
時
か
ら
電
話
で（
先
着
順
）
。

【
会
場
・
申
し
込
み
】

水
元
か
わ
せ
み
の
里

（
水
元
公
園
8‐

3
）

!（
3
6
2
7
）5
2
0
1

【
担
当
課
】

環
境
課

遺
跡
対
象
地
で
建
物
建
設
な

ど
の
土
木
工
事
を
実
施
す
る
場

合
は
、
事
前
に
書
類
と
工
事
図

面
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
跡
対

象
地
の
近
接
地
な
ど
遺
跡
が
広

が
る
可
能
性
の
あ
る
地
域
で
も
、

書
類
や
図
面
類
の
提
出
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

深
く
掘
削
す
る
工
事
は
遺
跡

を
壊
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
工
事
前
に
発
掘
調

査
を
実
施
し
、
記
録
に
残
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

遺
跡
対
象
地
や
調
査
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ト
ッ
プ→

く
ら
し
の
ガ
イ

ド→

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化→

生
涯
学
習→

土
木
工
事

な
ど
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

調
査
に
つ
い
て
）
を
ご
覧
に
な

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
提
出
先
・
担
当
課
】

▽
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

（
白
鳥
3‐

25‐

1
）

!（
3
8
3
8
）1
1
0
1

▽
生
涯
学
習
課

（
区
役
所
4
階
4
3
0
番
）

!（
5
6
5
4
）8
4
7
7

広告 内容については広告主にお問い合わせください。

東京都行政書士会葛飾支部会員
官公庁への代理申請・契約書の代理作成は、行政書士にご相談下さい。

外
国
人
在
留
・
帰
化
、
在
日
外
国
人

の
相
続
、
在
日
韓
国
人
の
戸
籍

宋
民
子
（
亀
有
1‐

26‐

7
）

5680
‐6930

外
国
人
在
留
・
帰
化
、
相
続
・
遺
言

介
護
事
業
、
入
札
参
加
、
民
事
・
商
事

古
谷
武
志
（
奥
戸
7‐

15‐

19
）

3692
‐0778

遺
言
・
相
続

成
年
後
見
業
務

和
賀
井
英
雄
（
柴
又
2‐

18‐

7
）

3607
‐1695

遺
言
・
相
続
専
門
（
土
日
も
可
）

親
切
丁
寧
に
対
応
致
し
ま
す

富
井
禎
文
（
小
菅
4‐

21‐

20‐

308
）

6677
‐3074

交
通
事
故
、
遺
言
・
相
続
、
離
婚

終
活
他
（
土
日
休
対
応
可
）

町
田
定
一
（
東
金
町
1‐

36‐

1‐

1133
）

3608
‐1006

遺
言
・
相
続
、
死
後
の
対
応
な
ど
（
英

語
対
応
可
）
、
お
気
軽
に
ご
相
談
を

植
原
ひ
と
み
（
水
元
1‐

7‐

4‐

202
）

3609
‐4675

遺
言
・
相
続
専
門
（
土
日
相
談
可
）

深
澤
秀
徳
（
東
新
小
岩
1‐

5‐

18‐

1007
）

5672
‐3217

遺
言
・
相
続
専
門
（
土
日
対
応
可
）

出
張
相
談
も
可
能
で
す

松
﨑
基
城
（
南
水
元
1‐

8‐

17‐

401
）

5699
‐1955

新小岩公園内「和楽亭」では、和室、ロビーでお食事や甘味などを楽しめます。宴席・コース料理は予約制です。

【申込方法】 電話か窓口で。【申し込み・問い合わせ】 和楽亭（西新小岩1‐1‐3新小岩公園内） !5670‐3515 【担当課】 公園課
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平
成
29
年
度

葛
飾
区
自
治
功
労
者
表
彰

自
治
功
労
者
特
別
表
彰

特
に
葛
飾
区
自
治
行
政
の
伸
展

に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方

あ
き

や

さ
と

あ
き

秋
家
聡
明（
柴
又
6
丁
目
）

い

と
う

ま
さ

お

伊
藤
正
雄（
東
四
つ
木
4
丁
目
）

お
お

や
ま

や
す

ひ
さ

大
山
安
久（
南
水
元
2
丁
目
）

お

ざ
わ

と
し

は
る

小
澤
俊
治（
青
戸
1
丁
目
）

や
ま

か
た

山
ハ
ル
ミ（
西
新
小
岩
4
丁
目
）

な
か

に
し

て
る

よ
し

仲
西
輝
芳（
東
四
つ
木
4
丁
目
）

な
か

や
ま

ひ
ろ

の
り

中
山
弘
則（
東
金
町
3
丁
目
）

ほ

な
が

さ
ち

こ

保
永
幸
子（
東
金
町
3
丁
目
）

ま

じ
ま

ふ
み

お

真
島
文
雄（
東
金
町
3
丁
目
）

自
治
功
労
者
表
彰

地
方
自
治
お
よ
び
地
域
の
振
興

・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方

▽
介
護
認
定
審
査
会
委
員

あ
き

や
ま

そ
う

い
ち

ろ
う

秋
山
宗
一
郎（
堀
切
3
丁
目
）

い
い

づ
か

み

や

こ

飯
塚
美
矢
子（
立
石
1
丁
目
）

お
お

ぬ
き

ま

り

大
貫
眞
理（
足
立
区
）

お
お

や
ま

た
か

の
り

大
山
高
令（
高
砂
6
丁
目
）

く
り

は
ら

げ
ん

こ
う

栗
原
玄
浩（
新
小
岩
2
丁
目
）

さ
く
ら

が
わ

か
つ

の
り

桜
川
勝
憲（
足
立
区
）

す
ず

き

よ
し

こ

鈴
木
好
子（
立
石
4
丁
目
）

つ
か

も
と

と
お
る

塚
本
亨（
東
立
石
4
丁
目
）

ね

ぎ
し

よ
し

か
ず

根
岸
義
和（
小
山
市
）

の

ろ

も
と

こ

野
呂
宗
子
（
江
戸
川
区
）

は
や
し

だ

あ
け

み

林
田
暁
美（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

も
り

た

た
だ

お

守
田
忠
夫（
足
立
区
）

▽
自
治
町
会
の
会
長
、
副
会
長

ま
た
は
会
計

い
ま

い

し
ん

の

じ
ょ
う

今
井
新
之
丞（
青
戸
5
丁
目
）

う
ち

や
ま

た
だ

お

内
山
忠
雄（
堀
切
5
丁
目
）

お
お

く

ぼ

け
ん

い
ち

大
久
保
賢
一（
四
つ
木
4
丁
目
）

お

が
わ

の
り

お

小
川
徳
夫（
亀
有
3
丁
目
）

か
な

す
ぎ

つ
ね

こ

金
杉
恒
子（
南
水
元
2
丁
目
）

し
ろ

つ

し
ょ
う

じ

城
津
昌
次（
南
水
元
4
丁
目
）

た
か

は
し

ひ
ろ
し

髙
橋
博（
東
立
石
4
丁
目
）

な
か

む
ら

ひ
で

お

中
村
秀
雄（
堀
切
2
丁
目
）

ほ
そ

か
わ

え

ち

ろ
う

細
川
恵
智
朗（
青
戸
6
丁
目
）

ま
す

や
ま

み

き

こ

増
山
美
貴
子（
東
四
つ
木
4
丁
目
）

ま
ち

だ

こ
う

町
田
光（
亀
有
2
丁
目
）

ま
つ

も
と

た
つ

ろ
う

松
本
達
郎（
亀
有
2
丁
目
）

ま
る

と
し

の
り

丸
稔
憲（
青
戸
4
丁
目
）

ま
る

や
ま

よ
し

は
る

丸
山
義
治（
青
戸
3
丁
目
）

や
ま

も
と

よ
し

た
か

山
本
芳
孝（
東
新
小
岩
1
丁
目
）

よ
こ

い

し
げ
る

横
井
茂（
新
小
岩
1
丁
目
）

▽
青
色
申
告
会
の
支
部
長

あ
い

は
ら

へ
い

い
ち

相
原
平
一（
堀
切
8
丁
目
）

▽
間
税
会
の
常
任
理
事

な
ん

ば

す
ず

こ

難
波
鈴
子（
青
戸
1
丁
目
）

▽
消
防
団
員

あ
つ

た

ま
さ
る

熱
田
優（
柴
又
6
丁
目
）

あ
ま

が
さ

し
ゅ
う

い
ち

天
笠
修
一（
四
つ
木
3
丁
目
）

あ
ら

い

か
つ

ひ
こ

荒
井
克
彦（
柴
又
4
丁
目
）

い
し

い

き
よ
し

石
井
潔（
奥
戸
9
丁
目
）

い
し

が
し
ら

ひ
で

ひ
こ

石
頭
秀
彦（
東
立
石
3
丁
目
）

い
し

か
わ

や
す

ひ
ろ

石
川
康
浩（
東
水
元
1
丁
目
）

い
ち

は
ら

ひ
で

ゆ
き

市
原
秀
行（
西
水
元
1
丁
目
）

い
ち

む
ら

お
さ
む

市
村
收（
小
菅
2
丁
目
）

い
わ

も
と

ゆ
う

じ

岩
本
有
司（
四
つ
木
4
丁
目
）

お
い

ぬ
ま

ま
さ
る

笈
沼
勝（
東
水
元
4
丁
目
）

お
お

ば

し
げ

は
る

大
場
繁
治（
新
小
岩
2
丁
目
）

お
お

も
り

ひ
ろ

ゆ
き

大
森
裕
之（
西
新
小
岩
5
丁
目
）

お
か

か
ず

お

岡
一
男（
四
つ
木
4
丁
目
）

こ

さ
か

ま
さ

ひ
ろ

小
坂
雅
広（
白
鳥
2
丁
目
）

さ
い

と
う

こ
う

い
ち

齊
藤
光
市（
西
水
元
2
丁
目
）

さ

さ

き

や
す

の
り

佐
々
木
康
哲（
青
戸
8
丁
目
）

し
ぶ

や

ま
さ

あ
き

渋
谷
正
昭（
お
花
茶
屋
2
丁
目
）

し
ょ
う

じ

て
る

お

庄
子
照
雄（
東
立
石
1
丁
目
）

せ
き

ま
さ

ひ
で

関
全
秀（
鎌
倉
3
丁
目
）

た
い
ら

た
だ

お

平
忠
夫（
奥
戸
6
丁
目
）

た
か

は
し

と
し

ひ
ろ

髙
橋
俊
浩（
水
元
4
丁
目
）

た
け

う
ち

と
し

ひ
さ

武
内
利
久（
西
亀
有
3
丁
目
）

た
け

う
ち

ふ
み

お

竹
内
典
男（
新
小
岩
1
丁
目
）

ち

だ

ま
さ

ゆ
き

千
田
政
之（
柴
又
4
丁
目
）

ち

ば

み
つ

こ

千
葉
光
子（
東
四
つ
木
1
丁
目
）

で
ん

だ

し
げ
る

傳
田
茂（
宝
町
2
丁
目
）

な
が

い

た
か

の
り

永
井
孝
典（
四
つ
木
1
丁
目
）

な
か

じ
ま

さ
だ

よ
し

中
島
貞
義（
西
水
元
2
丁
目
）

な

ぐ
ら

ま
さ

み

名
倉
正
巳（
奥
戸
8
丁
目
）

ひ
ら

い
わ

よ
し

と

平
岩
喜
登（
南
水
元
2
丁
目
）

む
ら

ま
つ

ま
さ

ひ
と

村
松
正
仁（
東
金
町
5
丁
目
）

も
り

た

し
げ
る

森
田
茂（
東
四
つ
木
3
丁
目
）

や

じ
ま

ち

づ

こ

矢
島
知
津
子（
東
金
町
6
丁
目
）

よ
こ

い

た
か
し

横
井
崇（
四
つ
木
2
丁
目
）

よ
し

だ

か
ず

よ
し

吉
田
和
可（
四
つ
木
4
丁
目
）

よ
し

だ

み
ち

こ

吉
田
道
子（
西
亀
有
1
丁
目
）

わ
が

つ
ま

と
し

お

我
妻
俊
雄（
新
宿
5
丁
目
）

わ
た

な
べ

じ
ゅ
ん

い
ち

渡
部
純
一（
四
つ
木
4
丁
目
）

わ
た

な
べ

よ
う

じ

渡
邉
洋
二（
東
四
つ
木
4
丁
目
）

▽
統
計
調
査
員

さ
い

と
う

て
る

じ

齋
藤
晃
司（
四
つ
木
4
丁
目
）

ま
ち

い

か
ず

と
し

町
井
和
利（
小
菅
1
丁
目
）

福
祉
・
衛
生
・
生
活
環
境
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
た
方

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員

あ
い

は
ら

え

相
原
き
く
江（
堀
切
8
丁
目
）

あ
お

や
ま

こ

青
山
や
え
子（
立
石
4
丁
目
）

あ

と
う

阿
藤
み
ど
り（
堀
切
5
丁
目
）

い
し

い

よ
う

こ

石
井
陽
子（
高
砂
2
丁
目
）

い
し

ぐ
ろ

は
る

え

石
黒
治
重（
堀
切
3
丁
目
）

い
ま

で
ら

ま

ち

こ

今
寺
真
知
子（
亀
有
3
丁
目
）

う
え

は
ら

い
く

こ

植
原
郁
子（
立
石
6
丁
目
）

う
ち

だ

れ
い

こ

内
田
励
子（
金
町
1
丁
目
）

え
ん

ど
う

た
か

ひ
ろ

遠
藤
隆
浩（
お
花
茶
屋
1
丁
目
）

お
お

さ
わ

け
い

こ

大
澤
桂
子（
宝
町
1
丁
目
）

お
お

し
ま

け
い

こ

大
島
惠
子（
高
砂
4
丁
目
）

お
お

は
し

え

み

こ

大
𣘺
惠
美
子（
東
水
元
3
丁
目
）

お
お

や
ま

ひ
ろ

た
だ

大
山
廣
忠（
南
水
元
2
丁
目
）

お

だ

じ
ま

き

は
ち

小
田
嶋
喜
八（
西
水
元
5
丁
目
）

か
ざ

ま

こ

風
間
ト
シ
子（
東
立
石
2
丁
目
）

か
わ

い

ひ

な

こ

川
合
比
奈
子（
東
新
小
岩
3
丁
目
）

こ

だ
か

さ
ち

え

小
髙
幸
惠（
堀
切
2
丁
目
）

ご

と
う

あ
や

こ

後
藤
綾
子（
東
堀
切
1
丁
目
）

さ
さ

が
わ

か
ず

み
つ

笹
川
一
光（
新
小
岩
3
丁
目
）

さ

さ

き

し
げ

こ

佐
々
木
重
子（
柴
又
2
丁
目
）

さ
わ

ぐ
ち

澤
口
ヒ
ロ
イ（
鎌
倉
3
丁
目
）

さ
わ

ぐ
ち

れ
い

こ

澤
口
玲
子（
鎌
倉
1
丁
目
）

す

わ

か

よ

こ

諏
訪
加
代
子（
四
つ
木
3
丁
目
）

た
か

は
し

高
橋
ク
ニ
エ（
柴
又
1
丁
目
）

た
か

や
ま

え
い

こ

髙
山
英
子（
西
新
小
岩
3
丁
目
）

な
が

お
か

あ
つ

こ

長
岡
厚
子（
立
石
8
丁
目
）

な
が

お
か

し
げ
る

長
岡
茂（
水
元
5
丁
目
）

な

す

よ
し

こ

那
須
好
子（
立
石
8
丁
目
）

の

ぐ
ち

さ
ち

こ

野
口
幸
子（
東
立
石
3
丁
目
）

の

ろ

ゆ
き

お

野
呂
征
男（
西
新
小
岩
4
丁
目
）

ほ
し

の

こ
う

い
ち

星
野
浩
一（
高
砂
6
丁
目
）

ほ
そ

や

し
ゅ
う

い
ち

細
谷
周
一（
新
宿
2
丁
目
）

ほ
ん

だ

ひ
ろ

こ

本
田
博
子（
立
石
8
丁
目
）

ま
つ

い

と
も

え

松
井
朋
枝（
堀
切
6
丁
目
）

ま
つ

も
と

じ
ゅ
ん

こ

松
本
純
子（
四
つ
木
1
丁
目
）

み

う
ら

や
す

こ

三
浦
靖
子（
金
町
5
丁
目
）

み

き

ひ
で

お

三
木
秀
雄（
立
石
3
丁
目
）

み

た

ひ
ろ

よ
し

三
田
浩
祥（
東
新
小
岩
6
丁
目
）

や

ざ
き

ふ
み

え

矢
﨑
文
枝（
柴
又
6
丁
目
）

や
す

だ

の
り

こ

安
田
典
子（
青
戸
3
丁
目
）

や

べ

ゆ
う

こ

矢
部
優
子（
東
金
町
5
丁
目
）

や
ま

も
と

よ
う

こ

山
本
洋
子（
鎌
倉
2
丁
目
）

わ
か

ま
つ

り

か

若
松
里
佳（
高
砂
3
丁
目
）

わ
き

ざ
か

せ
つ

こ

脇
坂
節
子（
立
石
8
丁
目
）

▽
保
護
司

さ
い

と
う

ひ
ろ

こ

齋
藤
廣
子（
堀
切
5
丁
目
）

す
ぎ

う
ら

よ
し

み
つ

杉
浦
慶
滿（
細
田
4
丁
目
）

す

や
ま

ま

き

須
山
真
紀（
柴
又
4
丁
目
）

た
か

は
し

え
い

こ

髙
橋
暎
子（
亀
有
3
丁
目
）

ば

ば

ゆ
き

え

馬
場
幸
枝（
青
戸
4
丁
目
）

▽
社
会
福
祉
施
設
の
長

か

の

う

み
つ
ぐ

狩
野
貢（
新
宿
4
丁
目
）

▽
社
会
福
祉
法
人
の
理
事
長

つ

だ

の
ぞ
み

津
田
望（
木
更
津
市
）

▽
家
庭
的
保
育
者

は
ま

ぐ
ち

か

な

こ

濵
口
加
奈
子（
東
立
石
4
丁
目
）

▽
学
校
の
医
師
ま
た
は
歯
科
医

師あさ
だ

か
ず

お

朝
田
和
夫（
東
新
小
岩
7
丁
目
）

あ
め

み
や

け
ん

雨
宮
謙（
柴
又
1
丁
目
）

お
お

か
わ

い
さ
む

大
川
勇（
亀
有
2
丁
目
）

な
か

い

が
わ

こ
う

き

中
井
川
弘
毅（
小
菅
4
丁
目
）

ひ
ら

の

け
い

い
ち

平
野
惠
一（
立
石
4
丁
目
）

や

ま
き

こ
う

い
ち

八
巻
孝
一（
堀
切
2
丁
目
）

教
育
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方

▽
区
立
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

あ
い

ざ
わ

と
し

ぞ
う

相
澤
寿
三（
東
四
つ
木
4
丁
目
）

あ
ら

き

ゆ

か

り

荒
木
由
香
利（
小
菅
3
丁
目
）

あ
ん

ど
う

し
ん

じ

安
藤
慎
二（
白
鳥
4
丁
目
）

し

み
ず

か
ず

ひ
こ

清
水
和
彦（
東
立
石
2
丁
目
）

す
が

わ
ら

よ
し

ひ
ろ

菅
原
好
弘（
細
田
3
丁
目
）

ふ

わ

も
と

き

不
破
基
起（
東
金
町
1
丁
目
）

ま
つ

も
と

て
つ

や

松
本
哲
也（
新
小
岩
2
丁
目
）

わ
か

つ
き

み
つ
る

若
月
満（
柴
又
5
丁
目
）

▽
青
少
年
育
成
地
区
委
員
会
委

員いそ
む
ら

ま
さ

ひ
ろ

磯
村
正
洋（
西
新
小
岩
5
丁
目
）

う
え

だ

み

さ

こ

上
田
美
佐
子（
西
亀
有
1
丁
目
）

え
ん

ど
う

こ

遠
藤
ふ
じ
子（
鎌
倉
3
丁
目
）

お
お

い
し

ふ
み

え

大
石
文
江（
柴
又
6
丁
目
）

こ

の

ま

よ
う

こ

木
間
陽
子（
青
戸
7
丁
目
）

さ

さ

き

よ
う

こ

佐
々
木
陽
子（
高
砂
3
丁
目
）

さ

と
う

や
す

こ

佐
藤
恭
子（
東
四
つ
木
2
丁
目
）

し
げ

ち
か

の
り

こ

重
親
典
子（
西
新
小
岩
1
丁
目
）

せ
ん

ば

の
り

こ

仙
波
紀
子（
東
新
小
岩
6
丁
目
）

た
に

あ
つ

こ

谷
敦
子（
西
水
元
3
丁
目
）

と

き

あ
き

こ

土
岐
明
子（
高
砂
5
丁
目
）

な
か

い

も
と

め

中
井
求
女（
水
元
4
丁
目
）

な
が

み
ね

ま
さ

こ

長
峰
政
子（
亀
有
1
丁
目
）

ひ

ぐ
ち

し
ょ
う

じ

樋
口
正
治（
西
新
小
岩
5
丁
目
）

ふ
じ

の

す
す
む

藤
野
進（
東
四
つ
木
2
丁
目
）

ふ
じ

わ
ら

ひ
ろ

し

藤
原
啓
志（
細
田
3
丁
目
）

ふ
な

ば
し

ゆ
き

お

船
橋
幸
雄（
南
水
元
1
丁
目
）

み
ず

の

や

よ

い

水
野
弥
生（
南
水
元
4
丁
目
）

も
ち

づ
き

ま
さ

と

望
月
雅
人（
青
戸
1
丁
目
）

や

は
ぎ

ふ

み

こ

矢
作
扶
美
子（
青
戸
7
丁
目
）

や
ま

ざ
き

く

み

こ

山
崎
久
美
子（
青
戸
7
丁
目
）

や
ま

ざ
き

ま
さ

ひ
ろ

山
﨑
正
博（
高
砂
5
丁
目
）

や
ま

ざ
き

み

ゆ
き

山
﨑
美
雪（
青
戸
6
丁
目
）

や
ま

も
と

ま
さ

い
ち

ろ
う

山
本
政
一
郎（
水
元
5
丁
目
）

よ
こ

ち

た
か
し

横
地
隆（
東
金
町
7
丁
目
）

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

お
か

に
わ

み

ち

こ

岡
庭
美
知
子（
金
町
6
丁
目
）

せ
き

た
か

お

関
隆
男（
堀
切
1
丁
目
）

た
ね

む
ら

あ
き

こ

種
村
明
子（
奥
戸
3
丁
目
）

な
か

む
ら

ひ
さ
し

中
村
央（
南
水
元
4
丁
目
）

の

ぐ
ち

あ
き

ひ
こ

野
口
昭
彦（
南
水
元
1
丁
目
）

産
業
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方

▽
産
業
関
係
団
体
の
長

た
に

ぐ
ち

の
ぶ

お

谷
口
信
雄（
青
戸
6
丁
目
）

1月31日、平成29年度自治功労

者表彰式がテクノプラザかつし

かで行われ、次の方が表彰され

ました（功労別50音順・敬称略）。

【担当課】 総務課

!5654‐8141

特別表彰者

自治功労者
（行政、地域振興、納税、統計、学校教育）

自治功労者
（消防、保健衛生）

自治功労者
（民生委員・児童委員）

自治功労者
（社会福祉、社会教育・体育、産業振興）

マイナンバーに関するお問い合わせは
葛飾区個人番号カードインフォメーションセンター

午前8時30分～午後5時
（年末年始を除く）!0570-66-6754 平成30年（2018年）2月25日 No.1723

紙面上では市外局番03の表記を省略しています。
（３）
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葛
飾
葛
飾

ち

ま

の

働

協

大人のまなざしと地域の力で子どもを守る大大大大大大大大大人人人人人人人人人人ののののののののまままなななななななななざざざざざざざざざざししししししししししとととととととととと地地地地地地地域域域域域ののののののの力力力力力力力力力でででででででででで子子子子子子子子子子子どどどどどどどもももももももももををををををををを守守守守守守守守守守るるるるるるるるる大人のまなざしと地域の力で子どもを守る大大大大人人人人人 ななななざざざざざ 域域域 力力 子子子子子子どももももをををを守守守守守守守るるるるる大人 まなざ 地域 力 子どもを守る

「子どもを犯罪から守る」
 まちづくり活動

「子どもを犯罪から守る」
 まちづくり活動

3

1

2

3

地
域
の
皆
さ
ん
・
事
業
者
・
区
が
「
地
域
を
よ
り
住
み
や

す
く
、
よ
り
良
い
ま
ち
に
し
よ
う
」
と
考
え
て
協
力
す
る

「
協
働
」
の
取
り
組
み
が
、
区
内
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

【
担
当
課
】

政
策
企
画
課
協
働
推
進
担
当

#
（
5
6
5
4
）
8
1
7
7

!
（
5
6
9
8
）
1
5
0
1

葛
飾
区
デ
フ
マ
マ
の
会

私
た
ち
は
普
段!
耳
"か
ら
多

く
の
情
報
を
得
て
い
ま
す
。
人

と
の
会
話
は
も
ち
ろ
ん
、
来
客

時
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
目
覚
ま

し
時
計
の
ベ
ル
な
ど
、
世
の
中

に
は
音
だ
け
で
状
況
を
判
断
で

き
る
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

方
に
は
声
や
音
は
届
き
ま
せ
ん
。

手
話
や
筆
談
で
補
え
て
も
、
聴

覚
障
害
者
は
ま
だ
ま
だ
健
聴
者

に
比
べ
て
得
ら
れ
る
情
報
が
少

な
い
の
で
す
。

葛
飾
区
デ
フ
マ
マ
の
会
は
、

区
内
在
住
で
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
マ
マ
さ
ん
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
団
体
で
す
。
平
成
21
年

に
設
立
し
、
現
在
は
15
人
の
会

員
が
い
ま
す
。
設
立
の
き
っ
か

な

す

よ
し

こ

け
は
、
代
表
の
那
須
善
子
さ
ん

が
葛
飾
区
に
転
入
し
て
き
た
際

に
、
聴
覚
障
害
者
で
も
子
育
て

の
こ
と
な
ど
を
情
報
交
換
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
欲
し
い
と

感
じ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
お

子
さ
ん
が
い
る
と
、
日
々
の
生

活
の
中
で
も
悩
み
ご
と
が
多
く
、

会
員
の
中
に
は
子
ど
も
が
急
な

病
気
に
か
か
っ
た
際
に
、
救
急

外
来
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で

き
ず
に
苦
労
し
た
方
も
い
る
よ

う
で
す
。

活
動
は
、
月
1
回
の
会
合
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
子
育
て
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
を
す
る
他
、
会
員
が

企
画
し
て
手
話
の
で
き
る
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
呼
び
、
障
害

が
あ
っ
て
も
楽
し
め
る
ヨ
ガ
や

ダ
ン
ス
な
ど
の
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
の
小
・
中
学
校

で
開
催
し
て
い
る
出
前
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
会
員
が
学
校

を
訪
問
し
、
児
童
や
生
徒
た
ち

に
手
話
を
体
験
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
テ
レ
ビ
の
字
幕
な
ど

身
近
な
サ
ポ
ー
ト
事
例
の
紹
介

を
通
じ
て
、
聴
覚
障
害
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動
で
す
。

考
え
方
が
柔
軟
な
子
ど
も
の
う

ち
か
ら
手
話
な
ど
に
触
れ
る
こ

と
で
、
聴
覚
障
害
の
方
が
い
る

社
会
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
感

じ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

代
表
の
那
須
さ
ん
は
「
今
後

も
聴
覚
障
害
者
へ
の
理
解
や
交

流
が
広
が
る
と
と
も
に
、
障
害

の
あ
る
方
が
特
別
な
訳
で
は
な

い
と
皆
さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
手
話
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

区ホームページやフェイスブック、ツイッターで

発信している区の出来事の一部を紹介します。

「水陸両用車」・「まちかど

防災訓練車」の運用開始式

2月1日、葛飾区役所で「水

陸両用車」と消火栓のない場所

でも初期消火訓練ができる「ま

ちかど防災訓練車」の運用開始

式を行いました。

式典では、区役所正面玄関前

の階段を悪路の坂道に見立てて、

水陸両用車が昇り降りする様子

などが披露されました。

2車両とも、地域の防災訓練

などで活用いただけます。

おいでよ亀有
ウ イ ン タ ー フ ェ ス テ ィ バ ル

Winter Festival

2月3日、亀有公園・亀有リ

リオパークで「おいでよ亀有

Winter Festival」が開催され

ました。

当日は、直径1mの大鍋で作

る亀有冬の風物詩「亀有千人鍋」

や亀有グルメの販売、商店街な

どを巡るスタンプラリー、ステ

ージイベント、大道芸人のパフ

ォーマンスなどで、会場は大い

に盛り上がりました。

かつしかミライテラス

2月4日、テクノプラザかつ

しかで、葛飾区の「工業」「農業」

「商業」「伝統産業」の認定製品

を一堂に集めた販売会「かつし

かミライテラス」が開催されま

した。

当日は、ものづくり体験イベ

ントや認定製品が当たる抽選会

なども行われ、多くの来場者で

賑わいました。

柴又に移転の東関部屋が

土俵祭りを開催！

柴又二丁目に移転した大相撲

の東関部屋で2月18日に土俵祭

りが開催され、一門力士による

迫力ある連合稽古も行われまし

た。今後、観光面などで区と連

携し地域を盛り上げていきます。

東関部屋の力士をみんなで応援

しましょう！

「子どもを犯罪から守る」まちづくり活動は、

小・中学校のPTAが中心となり、まちの中

で子どもたちが危険に遭った場所をアンケー

トから明らかにし、具体的に改善していく取

り組みです。これまでに区内54校が取り組み

を行い、成果を挙げています。

【担当課】 生涯学習課 #5654‐8475

平成23年度から「子どもを犯罪から守る」

まちづくり活動に取り組んでいましたが、

平成29年度からは、『PTA以外の人にも活

動を知ってもらいたい』という思いから、

「子どもを守る町づくり委員会」を立ち上げ

ました。教員全員が参加するなど、学校や

地域の協力を得ながら活動しています。

子どもを守る町づくり委員会委員長
まき おか

牧岡さん（前列右から3番目）

活動に参加してアンケートを取った結果、

自分の住んでいる地域で想像より多くの危

ない箇所があることが分かり、これまでよ

り一層、子どもの安全・安心について関心

を持つようになりました。

地域を安全にするための活動 つの特徴

地域の危険な箇所を知る

大人たちが危険だと考えている場所と、実際に子どもたちが危険な目に遭う場所は異なります。

まずは子どもたちからアンケートを取り、その場所を知ることから始めます。

大人が主体的に取り組むまちづくり

安全・安心に暮らせる地域をめざし、PTAを中心とした大人が地域に潜む危険な場所を改善

していきます。

地域の輪が広がり、まちが変わる

PTAだけでなく地域の大人たちが一緒に取り組むことで、あいさつを交わすようになったり、

今まで関心なく通り過ぎていた公園に目を向けたりするなど、子どもを見守る大人の目が増えて

いきます。また、子どもたちが安心して学び、遊べるまちを住民と行政でつくっていきます。

公園内がごみで散

らかっていたため、

清和小学校の児童が

デザインしたポイ捨

て禁止の看板を設置

しました。

不審者が公園に入り

づらい雰囲気にするた

めに、北野小学校PTA

や常盤中学校の生徒ら

がトイレの外壁に絵を

描きました。

飯
塚
小
学
校
P
T
A
の
皆
さ
ん

飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校PPPPPPPPPPTTTTTTTTTTAAAAAAAAAAのののののののののの取取取取取取取取取取りりりりりりりりりり組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみ

中原児童遊園・立石七丁目公園の看板設置金町公園トイレの外壁ペイント

出前ボランティア講
座の様子

地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域でででででででででで

広広広広広広広広広広ががががががががががるるるるるるるるるる

活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動

月～金曜日／午前９時・午後４時　パソコン・スマートフォンからも聴けます。

「かつしかインフォメーション（葛飾区提供）」で
区からのお知らせを放送しています！
ラジオのダイヤルはＦＭ７８．９ＭＨｚです。

78.9MHz

（４）
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【日時】 3月3日㈯午前9時45分～午後5時30分
【会場】 ウィメンズパル（立石5‐27‐1） 車での来場はご遠慮ください。

男女平等推進センターで活動している区民の皆さんが企画・運営するお祭りです。

【担当課】 男女平等推進センター !5698‐2211

男女共同参画講演会

コミュニケーションに役立つ脳科学

～男女脳って何だろう～

職場、子育て、恋愛などさまざまな場面でのコ

ミュニケーションのズレを「脳の違い」という切

り口でお話しします。

【時間】 午後3時30分～5時30分

【定員】200人

【講師】 黒川伊保子氏（脳科学コメンテーター）

【その他】 手話通訳、磁気ループ（難聴者の聞こ

えを支援する設備）あり。

【申込方法】

男女平等推進センター（!5698‐2211／"5698

‐2315）へ電話かファクスで（先着順）。

開会式 午前9時45分から

シルバーコーラス、コールフレンズのコーラス他

舞台発表会

▼午前10時30分～10時45分 清和小学校金管バンド

▼午前11時～11時15分 梅田小学校管楽器クラブ

▼正午～午後2時30分

コーラス、手話ダンス、ストレッチング、太極拳表演、スペイン舞踊

映画上映会

「Girl Rising～私が決める、私の未来～」

午前10時30分から・午後1時から（各回先着50人）。

葛飾元気野菜の販売 午後2時30分から 売り切れ次第終了

各種コーナー いずれも午前10時15分～午後3時

▼展示・体験コーナー

男女平等に関する展示・各団体の作品展示、手作り体験

（ちぎり絵、パープルリボン作成など）

▼販売コーナー 軽食（カレー、炊き込みご飯、フランクフ

ルト、甘酒、ナンカツバーガーなど）、ハンドメイド雑貨など

▼バルーンアート

▼リサイクル図書無料配布

▼相談コーナー

ソーシャルワーカー、高齢者総合相談センター職員、社会

福祉士が、医療福祉・高齢者・後見などの相談に応じます。

▼食育クイズ

お知らせ

パルフェスタ開催のため、3月1日㈭～4日

㈰の期間、ウィメンズパルの各室・図書資料室

は利用できません（DV相談、悩みごと相談、

消費生活相談は通常どおり行います）。

バルーンアート

国内では年間2万人以上、区内ではおよそ100人の方が自殺により亡くなられています。自殺の背景には、健康面や経済面な

どいくつもの悩みが重なり、生きることが難しくなった状況があります。一人で悩みを抱えずに、周りの人や相談機関に相談

しましょう。また、自殺を考えている人は何らかのサインを発していることが多いため、周囲の人がそのサインに気づき自殺

を防ぐことが大切です。 【担当課】 保健予防課

こころといのちの講演会

ひきこもりと自殺
いかに対話するか

【日時】 3月14日㈬午後3～5時

【会場】 東京都庁東京都議会議事堂1階都民ホール

（新宿区西新宿2‐8‐1）

【対象】 都内在住・在勤・在学の方200人程度

【講師】 斎藤環氏

（筑波大学医学医療系社会精神保健学教授）

【申込方法】 東京都福祉保健局ホームページ（http://

www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/tokyokaigi/rin

ji1/kouenkai.html）から申込書を取り出し、ファクス

かメールで3月9日㈮午後5時まで。

【申し込み・問い合わせ】

東京都福祉保健局保健政策部自殺総合対策担当

!5320‐4310 "5388‐1427

S0000282@section.metro.tokyo.jp

こころの体温計でストレスチェック

パソコンや携帯電話で、いつでも気軽にストレス度

や落ち込み度をチェックできます。

区ホームページ（トップ→くらしのガイ

ド→健康・医療・衛生→こころの健康）か

らご利用ください。

右のQRコードからもアクセスできます。

こころの病気や健康についてはお近くの相談窓口へ

● ● ● ● ● ● ● ● ● 保健センター ● ● ● ● ● ● ● ● ●

保健師や精神科医による体とこころの相談を行います（精神科医は予約制）。

月～金曜日／午前8時30分～午後5時（祝日を除く）

青戸保健センター

（青戸4‐15‐14健康プラザかつしか内）

!3602‐1284

新小岩保健センター（西新小岩4‐21‐12）

!3696‐3781

金町保健センター（金町4‐18‐19）

!3607‐4141

水元保健センター（東水元1‐7‐3）

!3627‐1911

自殺防止！東京キャンペーン

● ● ● ● ● ● ● ● ● 電話相談 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東京都自殺相談ダイヤル

～こころといのちのほっとライン～

!0570‐08‐7478

3月26日㈪～30日㈮は24時間対応。その

他の期間は、午後2時～翌日午前5時30分。

54時間特別相談（東京自殺防止センター）

!0120‐58‐9090

3月3日㈯午前0時～5日㈪午前6時

自殺予防いのちの電話

（日本いのちの電話連盟）

!0120‐783‐556

3月10日㈯午前8時～11日㈰午前8時

自死遺族傾聴電話

（グリーフケア・サポートプラザ）

!3796‐5453

3月13日㈫～16日㈮午前10時～午後10時

自死遺族相談ダイヤル

（全国自死遺族総合支援センター）

!3261‐4350

3月17日㈯～19日㈪午前11時～午後7時

多重債務110番

（東京都消費生活総合センター）

!3235‐1155

3月5日㈪・6日㈫午前9時～午後5時

タスェフルパ
来場者に

男女共同参画
卓上カレンダーを
プレゼント

気づいてください！からだとこころの限界サイン

めざそう！
誰もがありのままに暮らせる社会を

直接会場へ

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ イベント内容 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ヘルプカードは、障害のある方が困った時に手助けを求めるためのものです。カードを持っている人が困っていたら、

ひとこと声を掛けてみましょう。ちょっとした手助けが安心につながります。【担当課】 障害福祉課 !5654‐8262

3月は東京都の自殺対策強化月間です

内山信二さんが区内を巡る情報バラエティ！
区公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル（右記QR）と
Ｊ：ＣＯＭ（地デジ11ｃｈ）でご覧になれます。 平成30年（2018年）2月25日 No.1723

（５）



月～金曜日／午前９時・午後４時　パソコン・スマートフォンからも聴けます。

「かつしかインフォメーション（葛飾区提供）」で
区からのお知らせを放送しています！
ラジオのダイヤルはＦＭ７８．９ＭＨｚです。

78.9MHz

適切な歯科医を紹介します。

かかりつけ歯科医紹介窓口を
ご利用ください

心身に障害のある方、寝たきりの方など、

一般の歯科医院で治療が困難な場合に、

その方に合う歯科医院を紹介します。

【担当課】 健康づくり課

かかりつけ歯科医紹介窓口
（たんぽぽ歯科診療所内）

!3690‐5209 体や歯の状態をお尋ねします。

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前10時～正午、午後1～4時

たんぽぽ歯科診療所（在宅療養高齢者の方）

【診療日時】

土曜日／午後2～5時 日曜日／午前9時30分～午後0時30分

ひまわり歯科診療所（障害のある方）

【診療日時】

土曜日／午後2～5時 日曜日／午前9時30分～午後0時30分

区内の歯科医院

東京理科大学の学生が、科学の魅力を伝えるため、キャン

パスを飛び出します。この機会に科学の楽しさや感動に触

れてみませんか。

【日時】 3月17日㈯午前10時～午後4時
午後3時30分まで受け付け（実験材料が無くなり次第終了）。

【会場】 高砂地区センター（高砂3‐1‐39）
車での来場はご遠慮ください。

学校では体験できない実験がいっぱい！

▼星空の集い（プラネタリウム上映など）

▼見て、触れて、楽しむ化学！

▼見えない力を感じよう！

▼飛行機を作って飛ばそう！

▼生き物の秘密を解き明かそう！

他にもたくさんの実験や体験ができます。

【問い合わせ】 東京理科大学広報課 !5228‐8107

【担当課】 生涯学習課

★ ★ ★ 江戸川野遊び道場 ★ ★ ★

江戸川流域の身近な自然の中で、生き物

との触れ合い方を学びます。

参加希望の方は、3月17日㈯午前9時30

分から郷土と天文の博物館で行う説明会に

出席してください。

【活動日程】

4月30日（月・振休）、5月6日㈰、6月17日㈰、7月8日㈰・29

日㈰、8月5日㈰、9月9日㈰、10月20日㈯、11月18日㈰、平成

31年1月6日㈰、3月2日㈯

【活動場所】 千葉県野田市・印西市・我孫子市・市川市、郷土と

天文の博物館他

【対象】 小・中学生と保護者（中学生は1人でも参加可）

【講師】 田中利勝氏（自然保護団体代表）

【費用（年間）】1,200円（交通費・昼食代別途負担）

★ ★ ★ ★ 田んぼジュニア ★ ★ ★ ★

自然いっぱいの田んぼで、米作りやドジョウ、フ

ナなどの魚捕りを楽しみながら、田んぼの文化を学

びます。

参加希望の方は、3月17日㈯午前11時から郷土と

天文の博物館で行う説明会に出席してください。

【活動場所・日程】

▼郷土と天文の博物館

4月1日㈰、5月4日（金・祝）、6月2日㈯、7月15日㈰・29日㈰、

9月1日㈯、11月3日（土・祝）

▼つくばみらい市

4月28日㈯、5月27日㈰、6月10日㈰、9月24日（月・振休）、10月21日㈰

【対象】 小・中学生と保護者50人（小学5年生以上は、博物館での活動に

1人でも参加可。多数抽選）

【費用（年間）】 大人13,500円、小・中学生11,500円（昼食代別途負担）

いずれも

【申込方法】 往復ハガキに「田んぼジュニア」または「野遊び道場」・住所・参加者と保護者の氏名・新学年・電話番号を書いて、3月8日㈭（必着）

まで。電子申請可。

【申し込み・担当課】 〒125‐0063白鳥3‐25‐1郷土と天文の博物館 !3838‐1101

葛飾探検団参加者募集

区内や葛飾周辺の建物・産業・川・道・寺社などを訪ねながら、主に近代以降の葛

飾の暮らしや文化の移り変わりを調査・記録する博物館のボランティア団体です。調

査や展示などの博物館活動に参加しながら、郷土の歴史を学んでみませんか。

3月18日㈰午前10時から郷土と天文の博物館で行う葛飾探検団の活動を見学できま

す（直接会場へ）。

【活動内容】

▼区内や葛飾周辺のまち歩き（年3回程度） ▼調査成果の展示
か つ し か

▼調査成果の報告書「可豆思賀」を刊行 ▼勉強会

【申込方法】

往復ハガキに「葛飾探検団」、参加者全員の住所・氏名・年齢・電話番号を書いて、

4月28日㈯（必着）まで。電子申請可。

【会場・申し込み・担当課】

〒125‐0063白鳥3‐25‐1郷土と天文の博物館 !3838‐1101

不用なプラスチック製品を回収します

【担当課】 リサイクル清掃課 !5654‐8273

複合素材のためリサイクルが難しいプラスチック製品

の活用に向けて、環境省や企業が連携し、リサイクルの

実証実験を行っています。回収にご協力をお願いします。

【回収期間】 2月26日㈪～3月8日㈭

【回収場所】

▽リサイクル清掃課（区役所4階409番）

▽清掃事務所（区役所敷地内）

▽かつしかエコライフプラザ（立石1‐9‐1）

【回収できる物】

▽プラマークが表記されていないプラ

スチック製品（おもちゃ、文具、生

活雑貨など）

▽大きさが30㎝×20㎝×10㎝を超えな

い物

参加者募集

「資源とごみの収集カレンダー」が、まだお手元に届いていない方はご連絡ください。

【担当課】 ▽配布に関すること／清掃事務所 !3693‐6113 ▽カレンダーの内容に関すること／リサイクル清掃課 !5654‐8273

子ども向け体験講座

博物館ボランティア

郷土と天文の博物館

参加費無料・

直接会場へ

区内のイベントや区からのお知
らせなどを、毎週金曜午後３時
からライブ配信中！

（６）
平成30年（2018年）2月25日 No.1723
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バス停付近に、バス利用者が利用できる自転車駐輪場を整備します。駐輪料金は無料

で、登録などの手続きは不要です。

現在バスを利用している方も、今までバス停が遠くバスを利用していなかった方も、

バスの利用が便利になります。ぜひご利用ください。

【担当課】 調整課 !5654‐8397

【実施期間】3月1日㈭～平成31年3月31日㈰

【その他】▲

原動機付自転車（原付バイク）やオートバイなどは駐車しないでください。▲

バス運行時間外は、駐輪しないでください。▲

バス利用以外での駐輪や場外のはみ出し駐輪は、貼り紙をした上で、撤去・処分します。

実 施 場 所

訪問型保育をご利用ください
区内在住の0歳から就学前のお子さんが、病気の

回復期で保育所などでの集団保育が困難なときや、

保護者が傷病や出産などで一時的に保育が必要とな

ったときに、自宅を訪問して保育を行います。

【実施施設】

【利用日時】 月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

午前8時～午後6時

【利用料】

▽お子さんを1人保育する場合 1時間800円

▽2人目以降 1時間500円

お子さんの食事などは、保護者が用意してくださ

い。

【利用方法】

事前に利用登録が必要です。詳しくは、実施施設

にお問い合わせください。

【担当課】 子育て支援課

亀有新道バス利用者用駐輪場
（白鳥4‐12番先）

▲

駐輪台数 12台程度▲

周辺のバス停

亀有新道

京成バス

・新小53（亀有駅～新小岩駅東北広場）

京成タウンバス

・小54亀有方面（亀有駅～京成小岩駅）

・新小52乙（亀有駅～新小岩駅東北広場）

亀有新道入口

都バス

・草39（金町駅～浅草寿町・上野松坂屋）

京成タウンバス

・小54京成小岩方面（亀有駅～京成小岩駅）

小合上町児童遊園駐輪場
（東水元4‐4‐7小合上町児童遊園内）

児童遊園利用者との兼用です。

▲

駐輪台数 11台程度▲

周辺のバス停

水元小学校

京成バス

・金61（金町駅～八潮駅南口・戸ヶ崎操車場）

熊本地震災害義援金

12月1日～2月5日に皆さんからお寄せいただい

た義援金32，166円を、2月7日に熊本県にお送りし

ました。

義援金をお寄せいただいた団体は以下のとおりで

す。

▽社会福祉法人 葛飾学園

東日本大震災義援金

12月1日～1月31日に皆さんからお寄せいただい

た義援金74，293円を、2月7日に日本赤十字社にお

送りしました。

義援金をお寄せいただいた団体は以下のとおりで

す（50音順）。

▽東京聖栄大学 学友会

▽東京都行政書士会 葛飾支部

いずれも

引き続き義援金を受け付けています。

【受付方法】 現金のみ

【受付場所】 区民ホール（区役所2階）、総務課（区

役所5階504番）、区民事務所、区民サ

ービスコーナー

【担当課】 総務課 !5654‐8136

引
っ
越
し
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

春
は
入
学
や
就
職
な
ど
で
新
生
活
を
前
に
引
っ
越
し
を

す
る
方
が
多
い
季
節
で
す
。

今
回
は
引
っ
越
し
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
と
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

【
担
当
課
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
立
石
5‐

27‐

1

ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル
内
）

!
（
5
6
9
8
）
2
3
1
1

事
例
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
引
っ
越
し
業
者
を
探
し
、
電
話
で
業
者
に
引
っ

越
し
内
容
を
伝
え
、
見
積
も
り
を
も
ら
い
契
約
を
し
た
。

し
か
し
、
引
っ
越
し
当
日
に
作
業
を
進
め
る
と
、
見
積
も
り
以
上
に

荷
物
の
積
み
込
み
や
作
業
が
必
要
に
な
り
、
見
積
額
よ
り
高
額
な
料
金

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
見
積
も
り
で
引
っ
越
し
業
者
を
決
め
、

実
際
に
は
見
積
も
り
よ
り
も
高
額
に
な
っ
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
側
の
事
情
に
よ
る
増
額
は
、
増
額
分
も
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

契
約
前
に
訪
問
で
の
見
積
も
り
を
複
数
の
業
者
に
依
頼
し
、
必
要
な

作
業
を
よ
く
話
し
合
っ
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
引
っ
越
し
業
者
側
の
都
合
に
よ
る
見
積
額
の
増
額
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

事
例
2

賃
貸
ア
パ
ー
ト
か
ら
荷
物
搬
出
時
、
引
っ
越
し
業
者
が
開
け
た
ド
ア

の
ノ
ブ
が
外
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
外
壁
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
い
、
家
主

か
ら
外
壁
修
理
代
を
請
求
さ
れ
た
。
修
理
代
を
引
っ
越
し
業
者
に
払
っ

て
も
ら
い
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

引
っ
越
し
に
よ
る
荷
物
な
ど
の
紛
失
や
破
損
は
、
引
っ
越
し
業
者
が

賠
償
を
す
る
よ
う
標
準
引
越
運
送
約
款
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
3
カ
月
以
内
に
通
知
し
な
い
限
り
、
責
任
は
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。
引
っ
越
し
作
業
中
に
破
損
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
写
真

を
撮
っ
た
り
、
破
損
し
た
荷
物
を
保
管
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
速
や

か
に
引
っ
越
し
業
者
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
引
っ
越
し
当
日
は
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、
荷
物
が
運
び
出

さ
れ
た
際
に
、
残
っ
て
い
る
荷
物
や
内
装
な
ど
に
傷
や
破
損
が
無
い
か

引
っ
越
し
業
者
と
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

引
っ
越
し
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
ご
相
談
が
あ
る
場

合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

!（
5
6
9
8
）2
3
1
1

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

電話番号

3608‐4597

3607‐0889

3694‐5439
（3月31日㈯まで）

070‐6460‐7085

担当地域

水元、西水元、東水
元、南水元、新宿

金町、東金町、柴又、高砂（高砂
1丁目を除く）、鎌倉、細田（細
田2丁目を除く）、奥戸9丁目

上記以外の地域

施設名

さかえ保育園
（水元3‐11‐8）

金町保育園
（東金町3‐36‐15）

こひつじ保育園
（東四つ木3‐6‐12）
（3月31日㈯まで）

本田こひつじ保育園
（立石1‐4‐10）
（4月1日㈰から）

熊本地震災害・東日本大震災義援金

温かいご支援ありがとうございます

この他、多くの皆さんからも温かいご支援をい

ただいております。ご協力ありがとうございます。

「「「「「「「「「「「「「サササササササササササササイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククルルルルルルルルルルルルル＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆バババババババババババババスススススススススススススララララララララララララライイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドド」」」」」」」」」」」」」

（（（（（（（（（（（（（バババババババババババババススススススススススススス利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者者者者用用用用用用用用用用用用用駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪場場場場場場場場場場場場場）））））））））））））モモモモモモモモモモモモモデデデデデデデデデデデデデルルルルルルルルルルルルル事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業

実施期間は1年単位で継続する予定ですが、利用状況により

期間中であっても中止する場合があります。

自転車
で

バス停
へ！

すぐ行く！よく聴く！よい対応！

皆さんからの相談に迅速に対応します。
月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前８時３０分～午後５時

すぐやる課

平成30年（2018年）2月25日 No.1723

紙面上では市外局番03の表記を省略しています。
（７）



子
育
て
・
子
ど
も

催　   　
し

平
成
29
年
度

認
可
外
保
育
施
設
保
育

料
を
補
助
し
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
に
通
園
し

て
い
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
へ
、

保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
要
件
や
必
要
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
施
設
】

「
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督

基
準
を
満
た
す
旨
の
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
て
い
る
認
可
外
保

育
施
設（
一
部
対
象
外
施
設
あ

り
）

【
対
象
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
児
童
お

よ
び
保
護
者

▽
児
童
お
よ
び
保
護
者
が
補
助

を
受
け
る
月
の
初
日
に
区
内
在

住
で
あ
る
こ
と

▽
児
童
を
月
1
6
0
時
間
以
上

対
象
施
設
に
預
け
る
月
極
の
利

用
契
約
を
し
て
い
る
こ
と

▽
児
童
が
補
助
を
受
け
る
月
の

初
日
に
対
象
施
設
に
在
籍
し
て

い
る
こ
と

▽
葛
飾
区
に
お
い
て
保
育
の
必

要
性
の
認
定
（
2
号
ま
た
は
3

号
）
を
受
け
て
い
る
こ
と

認
定
は
受
け
て
い
な
い
が
常

態
と
し
て
認
定
相
当
の
勤
務
を

し
て
い
る
方
も
新
た
に
対
象
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
費
用
】

平
成
29
年
4
月
〜
30
年
3
月
の

月
額
基
本
保
育
料

【
補
助
上
限
額
】

月
額
1
万
5
千
円

【
申
請
方
法
】

所
定
の
申
請
書
と
必
要
書
類

を
、
3
月
15
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
持
参
か
郵
送
。

申
請
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。

【
申
請
書
配
布
・
申
請
・
担
当
課
】

〒
124‐

8555
葛
飾
区
役
所
子
育
て

支
援
課

（
区
役
所
4
階
4
0
1
番
）

!（
5
6
5
4
）8
2
7
7

中
学
校
に
入
学
す
る
際

の
費
用
を
援
助
し
ま
す

（
就
学
援
助
）

平
成
30
年
度
に
中
学
校
に
入

学
す
る
際
に
係
る
学
用
品
費
な

ど
を
、
小
学
6
年
生
時
に
支
給

し
ま
す
。

【
対
象
】

区
内
在
住
で
、
公
立

小
学
校
（
区
外
の
公
立
・
国
立

学
校
を
含
む
）
に
通
学
し
て
い

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
認
定

基
準
に
該
当
す
る
方

認
定
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

在
籍
校
の
修
了
式
ま
た
は
卒

業
式
の
前
日
ま
で
に
、
学
務
課

窓
口
に
必
要
書
類
を
持
参
。

【
申
請
・
担
当
課
】

学
務
課

（
区
役
所
4
階
4
2
8
番
）

!（
5
6
5
4
）8
4
5
7

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
日
時
】

3
月
17
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
7
店

出
店
予
定
で
す
。

出
店
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
出
品
募
集

衣
料
品
・
雑
貨
な
ど
の
日
用

品
で
、
新
品
ま
た
は
新
品
同
様

の
品
物
を
お
預
か
り
し
て
販
売

し
ま
す
。

出
品
は
、
区
内
在
住
の
方
に

限
り
ま
す（
営
利
目
的
を
除
く
）
。

【
出
品
点
数
】

1
人
10
点
（
う
ち
衣
類
・
バ
ッ

グ
類
・
靴
類
は
各
3
点
）
ま
で

家
具
・
電
気
製
品
な
ど
の
大

型
生
活
用
品
や
お
も
ち
ゃ
、
図

書
、
化
粧
品
な
ど
を
除
き
ま
す
。

【
出
品
受
付
日
時
】

3
月
12
日
㈪
〜
14
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

【
会
場
・
担
当
課
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
立
石
5‐

27‐

1
ウ
ィ
メ
ン

ズ
パ
ル
内
）

!（
5
6
9
8
）2
3
1
4

立
石
安
心
フ
ェ
ア

日

3
月
3
日
㈯
午
前
11
時
〜
午

後
3
時
30
分（
雨
天
決
行
）
会

立

石
駅
通
り
商
店
会
ア
ー
ケ
ー
ド

内
内

春
の
防
災
防
犯
運
動
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
起
震
車
体
験
、
地

域
防
災
ク
イ
ズ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）講
習
会
、

ぴ
い
こ
音
楽
祭
、抽
選
会（
午
前

11
時
か
ら
立
石
一
丁
目
児
童
遊

園
で
先
着
3
千
人
に
抽
選
券
配

布
）
他

抽
選
券
裏
側
に
被
災
地

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
方

に
、
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
地
区

の
と
ろ
ろ
こ
ん
ぶ
を
差
し
上
げ

ま
す（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

問

立
石
駅
通
り
商
店
会（
細
谷
）

!（
3
6
9
7
）4
4
1
0
担

商

工
振
興
課

山
本
亭
イ
ベ
ン
ト

ひ
ゃ
く
ひ
ゃ
く

て
い

百
々
亭
さ
て
ん
独
演
会

百
々
亭
さ
て
ん
氏
に
よ
る
落

語
と
、
若
柳
萌
氏
に
よ
る
日
本

舞
踊
を
披
露
し
ま
す
。

日

3
月
3
日
㈯
午
後
2
時
〜
3

時
30
分
こ
と

生
田
流
箏
演
奏

日

3
月
4
日
㈰
・
11
日
㈰
・
18

日
㈰
・
25
日
㈰
午
後
1
〜
2
時

（
4
日
・
18
日
は
午
後
3
〜
4

時
も
開
催
）

ギ
タ
ー
の
調
べ

日

3
月
21
日（
水
・
祝
）午
後
1

時
〜
1
時
30
分
・
午
後
2
時
〜

2
時
30
分

春
琴
会
大
正
琴
演
奏
会

日

3
月
24
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分い

ず
れ
も

直
接
会
場
へ
。

定

40
人
程
度
費

1
0
0
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）
会
問

山
本
亭

（
柴
又
7‐

19‐

32
）
!（
3
6

5
7
）
8
5
7
7
担

観
光
課

寅
さ
ん
記
念
館
イ
ベ
ン
ト

素
人
落
語
会

日

3
月
10
日
㈯
午
後
1
〜
3
時

か
つ
し
か
昔
話
紙
芝
居

さ
い

か

東
京
大
空
襲
の
災
禍
を
風
化

さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ
を
考
え

る
紙
芝
居
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日

3
月
11
日
㈰
午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分
内

「
ガ
ラ
ス
の
う

さ
ぎ
」他

お
は
な
し
夢
時
計
に
よ
る
「
春

語
り
」

世
界
各
地
の
民
話
や
昔
話
を

語
り
ま
す
。

日

3
月
17
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
3
時

い
ず
れ
も

直
接
会
場
へ
。

定

40
人
程
度
会
問

寅
さ
ん
記
念

館（
柴
又
6‐

22‐

19
）
!（
3

6
5
7
）
3
4
5
5
担

観
光
課

葛
飾
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団

室
内
楽
コ

ン
サ
ー
ト
へ
ご
招
待

ホ
ル
ン
四
重
奏
で
さ
ま
ざ
ま

な
楽
曲
を
披
露
し
ま
す
。

日

3
月
24
日
㈯
午
後
2
時
開
演

会

新
小
岩
地
区
セ
ン
タ
ー
（
新

小
岩
2‐
17‐
1
）
対

区
内
在

住
・
在
学
の
方
1
3
0
人
内

と

な
り
の
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
・
4

つ
の
ホ
ル
ン
の
た
め
の
組
曲
他

方

往
復
ハ
ガ
キ
に
代
表
者
の
住

所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話

番
号
、
参
加
人
数（
4
人
ま
で
）

を
書
い
て
、
3
月
7
日
㈬
（
必

着
）
ま
で（
多
数
抽
選
）。
申
問

〒
124‐

0012
立
石
6‐

33‐

1
か

つ
し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

「
葛
フ
ィ
ル
の
室
内
楽
」係
!（
5

6
7
0
）
2
2
2
2
担

文
化
国

際
課シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ

少
年
少
女
合
唱
団
定
期

演
奏
会
へ
ご
招
待

日

3
月
25
日
㈰
午
後
2
時
開
演

対

区
内
在
住
・
在
学
の
方
30
人

（
未
就
学
児
も
可
）
内

▽
指
揮
／

宮
本
益
光
氏
他
▽
予
定
曲
目
／

や
な
せ
た
か
し
の
詩
に
よ
る

「
ひ
ざ
っ
こ
ぞ
う
の
う
た
」、
童

謡
、
唱
歌
他
方

往
復
ハ
ガ
キ
に

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参

加
人
数（
4
人
ま
で
）を
書
い
て
、

3
月
9
日
㈮（
必
着
）ま
で
（
多

数
抽
選
）。
会
申
問

〒
124‐

0012
立

石
6‐

33‐

1
か
つ
し
か
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
「
少
年
少
女

合
唱
団
定
期
演
奏
会
招
待
」
係

!（
5
6
7
0
）2
2
3
3
担

文

化
国
際
課

昔
遊
び
を
体
験
し
よ
う

ど
ん
ぐ
り
ゴ
マ
作
り
や
羽
子

板
、
ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
の
昔
遊
び

が
で
き
ま
す
。

日

3
月
4
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時（
雨
天
決
行
）。
直
接
会

場
へ
。
会
問

水
元
か
わ
せ
み
の

里（
水
元
公
園
8‐

3
）
!（
3

6
2
7
）
5
2
0
1
担

環
境
課

凡
例
日

日
時

会

会
場

対

対
象

定

定
員

内

内
容

師

講
師

費

費
用

持

持
ち
物

保

保
育

他

そ
の
他

方

申
込
方
法

申

申
込
先

問

問
い
合
わ
せ
先

担

担
当
課

中学生以上の方 午後2時から
（▲は午後6時から）

子ども映画会

小学生以下のお子さんと保護者 午後2時から

!
こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
（
一
部
、
携
帯
電
話
か
ら
は
申
請
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
）
。

起震車体験の様子

「
全
○
回
」
と
あ
る
講
座
は
、
全
て
の
日
程
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
事
業
は
無
料
で
す
。
多
数
抽
選
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
定
員
を
超
え
た

場
合
抽
選
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
は
原
則
1
人
1
枚
で
す
。
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広告 内容については広告主にお問い合わせください。

図書館映画会（3月分）
【担当課】 中央図書館 !3607‐9201

タイトル（制作年／主演）

Shall we ダンス？
（1996年／役所広司）

我が道を往く
（1944年／ビング・クロスビー）

バビロンの陽光
（2010年／ヤッセル・タリーブ）

OK牧場の決斗
（1957年／バート・ランカスター）

図書館

亀有

中央

中央

鎌倉

実施日

3／10（土）

▲3／10（土）

3／24（土）

3／25（日）

タイトル（制作年）

ピーター・パン（1953年）
（アニメ）

図書館

立石

実施日

3／25（日）

持ち込み食品等の放射性物質検査を行っています（要予約）。詳しくは区ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

【申し込み・担当課】 消費生活センター（立石5‐27‐1ウィメンズパル内） !5698‐2316

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは

（８）
平成30年（2018年）2月25日 No.1723

葛飾区ホームページ http://www.city.katsushika.lg.jp



講
座
・
講
演
会

かつて水害に襲われた水元小合溜

健
康
・
介
護
予
防

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

今
か
ら
始
め
よ
う
！

終
活
あ
れ
こ
れ

人
生
を
よ
り
良
く
生
き
る
た

め
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
や

生
命
保
険
、
相
続
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

日
3
月
14
日
㈬
午
後
2
〜
4
時

会
亀
有
地
区
セ
ン
タ
ー
（
亀
有

3‐

26‐

1
リ
リ
オ
館
7
階
）

定
30
人
師
和
賀
井
英
雄
氏
（
か

つ
し
か
社
会
福
祉
士
会
副
会

長
）
方
2
月
27
日
㈫
午
前
9
時

か
ら
電
話
で（
先
着
順
）。
申
高

齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
亀
有

!（
6
2
4
0
）7
6
3
0
担
高

齢
者
支
援
課

文
化
財
め
ぐ
り

東
新
小
岩
・
奥
戸

!

東
新
小
岩
と
奥
戸
の
中
川
寄

り
の
地
域
を
散
策
し
な
が
ら
、

地
域
の
文
化
財
を
見
学
し
ま
す
。

日
会
3
月
31
日
㈯
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
▽
集
合
／
新
小
岩
北

地
区
セ
ン
タ
ー
（
東
新
小
岩
6

‐

21‐

1
）
▽
解
散
／
上
品
寺

（
東
新
小
岩
7‐

8‐

2
）定
50

人
費
1
0
0
円
方
往
復
ハ
ガ
キ

に「
文
化
財
め
ぐ
り
」、
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
3
月
15

日
㈭（
必
着
）ま
で（
多
数
抽
選
）
。

申
担
〒
125‐

0063
白
鳥
3‐

25‐

1
郷
土
と
天
文
の
博
物
館

立
石
図
書
館

い
ち
に
ち
図
書
館
員
体
験

本
の
並
べ
方
や
、
カ
バ
ー
の

掛
け
方
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

日
3
月
24
日
㈯
午
前
9
時
30
分

〜
正
午
対
中
学
生
以
上
22
歳
以

下
の
方
10
人
持
カ
バ
ー
を
掛
け

る
た
め
の
本
1
冊
方
2
月
27
日

㈫
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
窓
口

で（
先
着
順
）。
会
申
担
立
石
図

書
館（
立
石
1‐

9‐

1
）
!（
3

6
9
6
）4
4
5
1

自
然
学
習
講
座

水
元
の
災
害
の
歴
史
を

学
ぶ

区
民
大
学
単
位
認
定
講
座
。

水
元
公
園
内
を
歩
き
な
が
ら
、

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
る
水
害

な
ど
水
元
の
災
害
の
歴
史
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

日
3
月
24
日
㈯
午
後
1
〜
3
時

（
雨
天
決
行
）会
水
元
公
園
水
辺

の
い
き
も
の
館
（
水
元
公
園
1

‐

1
旧
水
産
試
験
場
管
理
棟
）

お
よ
び
そ
の
周
辺
定
30
人
方
2

月
27
日
㈫
午
前
9
時
か
ら
電
話

で（
先
着
順
）。
申
水
元
か
わ
せ

み
の
里
!（
3
6
2
7
）5
2
0

1
担
環
境
課

中
央
図
書
館

地
域
資
料
講
演
会

幻
の
『
葛
飾
新
聞
』
を
読
む

蘇
る
占
領
下
の
葛
飾

昭
和
22
年
創
刊
の
葛
飾
新
聞

を
通
し
て
、
終
戦
直
後
の
葛
飾

を
読
み
解
き
ま
す
。

日
3
月
21
日（
水
・
祝
）午
後
2

時
〜
3
時
30
分
対
中
学
生
以
上

の
方
50
人
程
度
師
木
村
千
惠
子

氏（
地
域
史
研
究
家
）方
2
月
27

日
㈫
午
前
9
時
か
ら
電
話
か
窓

口
で（
先
着
順
）。
会
申
担
中
央

図
書
館（
金
町
6‐

2‐

1
）
!

（
3
6
0
7
）9
2
0
1

立
石
図
書
館
地
元
企
業

応
援
セ
ミ
ナ
ー

人
を
大
切
に
す
る
経
営

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に

し
た
い
会
社
」
大
賞
で
特
別
賞

を
受
賞
し
た
、
学
習
塾
の
経
営

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
3
月
17
日
㈯
午
後
2
時
〜
3

時
30
分
。
直
接
会
場
へ
（
先
着

順
）。定
50
人
程
度
師
芦
澤
唯
志

氏
（
㈱
ツ
バ
サ
・
翼
学
院
グ
ル

ー
プ
学
院
長
）
会
担
立
石
図
書

館（
立
石
1‐

9‐

1
）
!（
3

6
9
6
）4
4
5
1

そ
ら

か
つ
し
か
宙
ト
ー
ク

星
と
民
俗

日
本
人
の
暮
ら
し
と
星
の
関

わ
り
を
、
四
季
に
沿
っ
て
お
話

し
し
ま
す
。

日
3
月
3
日
㈯
午
後
6
時
30
分

〜
7
時
10
分
。直
接
会
場
へ（
先

着
順
）。
定
1
0
0
人
費
大
人

1
0
0
円
（
土
曜
日
は
中
学
生

以
下
無
料
）
会
担
郷
土
と
天
文

の
博
物
館（
白
鳥
3‐

25‐

1
）

!（
3
8
3
8
）1
1
0
1

中
央
・
立
石
図
書
館

ビ
ジ
ネ
ス
相
談
会

中
小
企
業
診
断
士
が
起
業
・

経
営
改
善
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す（
1
人
1
時
間
程
度
）。

中
央
図
書
館

日
4
月
21
日
㈯
、
5
月
19
日
㈯
、

6
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

5
時
30
分
会
申
担
中
央
図
書
館

（
金
町
6‐

2‐

1
）
!（
3
6

0
7
）9
2
0
1

立
石
図
書
館

日
4
月
8
日
㈰
、
5
月
6
日
㈰
、

6
月
3
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

5
時
30
分
会
申
担
立
石
図
書
館

（
立
石
1‐

9‐

1
）
!（
3
6

9
6
）4
4
5
1

い
ず
れ
も

定
各
日
6
人
他
共
催
／（
一
社
）

東
京
都
中
小
企
業
診
断
士
協
会

方
2
月
27
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

各
会
場
の
窓
口
か
電
話
で
（
先

着
順
）。

女
性
の
た
め
の

印
象
力
ア
ッ
プ
講
座

就
職
面
接
時
や
新
し
い
職
場

へ
の
初
出
勤
な
ど
、
状
況
に
ふ

さ
わ
し
い
服
装
を
選
ぶ
た
め
の

コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
3
月
12
日
㈪
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
対
就
職
を
め
ざ
す

39
歳
以
下
の
女
性
20
人
方
2
月

27
日
㈫
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

（
先
着
順
）。
申
し
ご
と
発
見
プ

ラ
ザ
か
つ
し
か
!（
5
6
8
0
）

8
7
6
5
会
担
産
業
経
済
課

（
青
戸
7‐

2‐

1
テ
ク
ノ
プ

ラ
ザ
か
つ
し
か
内
）

し
ゅ
う

か
つ

就
葛
！

ジ
ョ
ブ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

若
者
と
企
業
採
用
担
当
者
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
企
業
へ
面
接
の

応
募
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
内
3
月
16
日
㈮
▽
午
前
10
時

〜
正
午
／
参
加
者
準
備
セ
ミ
ナ

ー
▽
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
／

交
流
会
対
39
歳
以
下
の
方
20
人

他
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
に
は
、

活
動
実
績
と
な
る
証
明
書
を
発

行
し
ま
す
。
方
2
月
27
日
㈫
午

前
10
時
か
ら
電
話
で（
先
着
順
）
。

申
し
ご
と
発
見
プ
ラ
ザ
か
つ
し

か
!（
5
6
8
0
）8
7
6
5
会

担
産
業
経
済
課
（
青
戸
7‐

2

‐

1
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

内
）Ｈ

Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

性
感
染
症
検
査

無
料
・
匿
名
の
検
査
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
、
感
染
の
機

会
か
ら
3
カ
月
以
上
経
過
し
て

い
な
い
と
正
し
い
検
査
結
果
が

出
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
3
月
2
日
㈮
午
前
9
〜
10
時
。

直
接
会
場
へ（
先
着
順
）。
定
40

人
内
血
液
検
査
お
よ
び
尿
検
査

（
尿
検
査
は
、最
後
に
尿
を
し
て

1
時
間
以
上
た
っ
て
か
ら
採
尿

し
ま
す
）
他
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査

の
結
果
は
、
検
査
当
日
に
お
伝

え
し
ま
す
。性
感
染
症（
ク
ラ
ミ

ジ
ア
・
梅
毒
）
の
検
査
結
果
と

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
結
果
が
判
定
保
留

の
場
合
は
、
3
月
16
日
㈮
午
前

9
〜
10
時
に
保
健
予
防
課
で
お

伝
え
し
ま
す
。
会
担
保
健
予
防

課
（
青
戸
4‐

15‐

14
健
康
プ

ラ
ザ
か
つ
し
か
内
）
!（
3
6
0

2
）1
2
3
8

家
族
介
護
者
教
室

専
門
職
に
聞
い
て
み
よ
う

質
問
の
で
き
る
カ
フ
ェ

認
知
症
介
護
に
つ
い
て

認
知
症
や
周
辺
症
状
へ
の
対

応
な
ど
を
講
義
で
学
ん
だ
後
、

参
加
者
同
士
で
交
流
し
ま
す
。

専
門
職
へ
の
質
問
も
で
き
ま
す
。

日
3
月
15
日
㈭
午
後
1
〜
3
時

会
葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ

ー（
堀
切
2‐

66‐

17
）対
区
内

在
住
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は

介
護
を
し
て
い
る
方
、
今
後
介

護
を
す
る
予
定
が
あ
る
方
20
人

師
堀
元
寛
美
氏
（
い
ず
み
ホ
ー

ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
神
経
内
科

専
門
医
）
方
2
月
28
日
㈬
午
前

9
時
か
ら
電
話
で（
先
着
順
）。

申
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

堀
切
!（
3
6
9
7
）7
8
1
5

担
高
齢
者
支
援
課

ま
ち
か
ど
健
康
相
談

3
月
開
催

区
内
大
型
商
業
施
設
や
区
の

施
設
な
ど
で
、
保
健
師
や
栄
養

士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
専
門

職
員
が
健
康
相
談
や
健
康
づ
く

り
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

日
3
月
14
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
。
直
接
会
場
へ
。
会
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
ア
リ
オ
亀
有

店
中
川
橋
側
入
口
付
近
（
亀
有

3‐

49‐

3
）
内
食
事
と
お
口

の
健
康
な
ど
持
健
康
相
談
の
場

合
は
健
診
結
果
な
ど
担
健
康
づ

く
り
課
!（
3
6
0
2
）1
2
6

8

凡
例
日
日
時

会
会
場

対
対
象

定
定
員

内
内
容

師
講
師

費
費
用

持
持
ち
物

保
保
育

他
そ
の
他

方
申
込
方
法

申
申
込
先

問
問
い
合
わ
せ
先

担
担
当
課

!
こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
か
ら
電
子
申
請
で
申
し
込

み
が
で
き
ま
す（
一
部
、
携
帯
電
話
か
ら
は
申
請
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
）。

「
全
○
回
」と
あ
る
講
座
は
、全
て
の
日
程
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。費
用
の
記
載
が
な
い
事
業
は
無
料
で
す
。多
数
抽
選
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
定
員
を
超
え
た

場
合
抽
選
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み
は
原
則
1
人
1
枚
で
す
。
詳
し
く
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

60歳以上の方へ

【実施日・会場・定員】

下表のとおり。いずれも午前10時～午後4時（1回50分）。

【対象】 区内在住60歳以上の方

【費用】 1回1，500円

【持ち物】 住所・年齢が分かる物（健康保険証・運転免許証など）、手拭い

【申込方法】 実施日前日の午前11時～午後5時に各会場へ電話で（先着順）。

【担当課】 シニア活動支援センター

関
係
機
関
の
お
知
ら
せ

平
成
三
十
一
年
歌
会
始
の
詠

進
歌
募
集

【
お
題
】「
光
」【
応
募
要
領
】▽

お
題
を
詠
み
込
ん
だ
未
発
表

の
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首

▽
書
式
は
、
習
字
用
の
半
紙

を
横
長
に
使
い
、
右
半
分
に

お
題
・
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年

月
日
・
性
別
・
職
業
を
縦
書

き
で
記
入
（
全
て
毛
筆
で
自

書
）。詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kunaicho.go.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。【
応
募
方
法
】郵

送
で
9
月
30
日
㈰
（
消
印
有

効
）ま
で（
封
筒
に「
詠
進
歌
」

と
記
入
）。【
応
募
先
】〒
100‐

8111
宮
内
庁【
問
い
合
わ
せ
】宮

内
庁
式
部
職
宛
て
に
、
返
信

用
封
筒
（
82
円
切
手
貼
付
・

宛
先
記
入
）
を
添
え
て
、
9

月
20
日
㈭
ま
で
に
郵
送
で
。

消
防
署
一
般
公
開

【
日
時
】3
月
3
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
3
時【
内
容
】ポ
ン

プ
車
・
は
し
ご
車
の
体
験
乗

車
、
ミ
ニ
防
火
衣
着
装
体
験

・
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
【
会
場
・

問
い
合
わ
せ
】
本
田
消
防
署

（
東
立
石
3‐

12‐

7
）
!（
3

6
9
4
）0
1
1
9
・
南
綾
瀬

出
張
所
（
東
堀
切
2‐

28‐

25
）
!（
3
6
0
4
）0
1
1
9

実施日 会場 定員（人） 電話番号

2／28㈬

砂原憩い交流館（西亀有3‐12‐1） 5 3603‐6391

水元憩い交流館（水元4‐6‐15） 5 5660‐3113

新宿憩い交流館（新宿1‐5‐6） 5 3627‐1850

※東奥戸憩い交流館（奥戸4‐20‐11） 5 3696‐7430

宝町憩い交流館（宝町2‐38‐19） 10 3691‐1591

3／7㈬

中道憩い交流館（西亀有1‐2‐7） 5 3604‐7362

※堀切憩い交流館（堀切1‐23‐6） 5 3691‐9691

青戸中央憩い交流館（青戸6‐16‐12） 5 3604‐6394

東金町憩い交流館（東金町5‐22‐18） 5 3608‐3926

3／14㈬

末広憩い交流館（金町5‐4‐1） 10 3627‐0027

白鳥憩い交流館（白鳥3‐32‐6） 5 3602‐3416

※渋江憩い交流館（東四つ木2‐15‐11） 5 3696‐3763

3／28㈬

シニア活動支援センター（立石6‐38‐11） 5 5698‐6201

水元憩い交流館（水元4‐6‐15） 5 5660‐3113

宝町憩い交流館（宝町2‐38‐19） 10 3691‐1591

「きゅう」は※印の会場でのみ行っています。

はり・きゅう・マッサージ

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは
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紙面上では市外局番03の表記を省略しています。
（９）



はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは

詳しくはお問い合わせください。

申し込み
・担当課

〒124‐0006
堀切3‐34‐1
ウェルピアか
つしか内
障害者施設課
!5698‐1336

保育課
!5654‐8267

〒124‐8555
葛飾区役所
育成課
（区役所4階401
番）
!5654‐8293

〒124‐8555
葛飾区役所
環境課
（区役所4階410
番）
!5654‐8236

〒124‐0012
立石5‐27‐1
ウィメンズパ
ル内
消費生活セン
ター
!5698‐2316

〒124‐0012
立石6‐9‐1
公園課
!3695‐8380

選考日・選考方法

書類選考の上、
3月中旬に面接・
筆記試験（高次
脳機能障害者を
はじめ、地域の
中で生きづらさ
を感じている障
害者が地域で自
立して生活して
いくために必要
な支援に関する
こと、およびそ
のためにあなた
ができることや
ユニークなアイ
デアなどに関す
る作文）。

3月12日㈪に書類
選考・面接。

書類選考の上、3
月13日㈫に面接。

書類選考の上、3
月15日㈭に面接。

書類選考の上、3
月10日㈯（予定）
に面接。

書類選考の上、3
月中旬に面接。

申込方法

市販の履歴書、資格を証する
書類の写し、返信用封筒（82
円切手貼付・宛先記入）を、
3月9日㈮（消印有効）までに郵
送。

3月9日㈮午後3時までに電話
で申し込みの上、市販の履歴
書と82円切手を面接時に持参。

所定の申込書、資格を証する
書類の写し、最終学歴の卒業
証書の写しまたは卒業証明書、
作文「児童館（学童保育クラブ
を含む）の役割と、そこで働
く心構えについて」（指定書
式800字程度）、返信用封筒（82
円切手貼付・宛先記入）を、3月
5日㈪（必着）までに持参か郵
送。
【申込書・作文用紙配布場所】
育成課、児童館
区ホームページからも取り出
せます。

市販の履歴書と資格を証する
書類の写しを、3月8日㈭（必
着）までに持参か郵送。

市販の履歴書と資格を証する
書類の写しを、3月6日㈫（必
着）までに持参か郵送。

【募集要項配布場所】
消費生活センター
区ホームページからも取り出
せます。

市販の履歴書、作文（応募動
機、自己PRで400字程度。様
式自由）、返信用封筒（82円切
手貼付・宛先記入）を、3月9
日㈮（必着）までに持参か郵送。

報酬など

月額233，000円
（予定）
交通費・有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

時給1，060円
（予定）
交通費・有給休
暇あり。
週20時間以上勤
務の場合は健康
保険・厚生年金
・雇用保険加入。

時給1，010円
（土曜日は1，050
円）（予定）
交通費・有給休
暇あり。
週21時間以上勤
務の場合は健康
保険・厚生年金
・雇用保険加入。

月額173，200円
（予定）
交通費・有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

月額164，900円
または171，700円
（配属先による）
（予定）
1日7時間45分勤
務した場合は、
付加報酬あり。
交通費・有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

月額210，700円
（予定）
交通費、有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

月額247，000円
（予定）
交通費・有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

月額175，900円
（予定）
交通費・有給休
暇あり。
健康保険・厚生
年金・雇用保険
加入。

勤務日時

月～金曜日のうち週4日
午前8時30分～午後5時

月～土曜日のうち週3～5日
午前7時15分～午後8時30分の
間で週29時間以内
（勤務曜日・時間は採用園によ
る）

【用務補助Ａ】
週3～5日勤務・週26時間以内

▽月～金曜日
午前9時～午後3時

▽土曜日 午前9時～午後4時
（勤務曜日・時間は採用園による）

【用務補助Ｂ】 月～金曜日
午前8時30分～午後0時30分ま
たは午後1～5時
（勤務時間は採用園による）

月～金曜日
午前7時15分～午後3時または
正午～午後8時30分の間で6時
間
（勤務時間は採用園による）

週5日
午前10時～午後6時15分のうち
6時間
配属先により午後7時15分また
は午後8時15分までの場合あ
り。
学校休業時は、午前8時30分～
午後7時15分の間で1日7時間
45分勤務の場合あり。

月～金曜日のうち週4日
午前8時30分～午後5時

月～金曜日のうち週4日
午前9時～午後5時
土・日曜日、祝日勤務の場合
あり。

月～金曜日のうち週4日
午前8時30分～午後4時45分

勤務
期間

4月1日～
平成31年
3月31日
（更新可）

4月1日～
平成31年
3月31日

4月1日～
平成31年
3月31日
（更新可）

5月1日～
平成31年
3月31日
（更新可）

対象

作業療法士の資格を有する方

言語聴覚士の資格を有する方

資格不問

保育士の資格を有する方

次のいずれかに該当し、配属
先の所属長が指定するローテ
ーションに従った勤務が可能
な方

▽保育士、社会福祉士、教員
のいずれかの資格を有する
方

▽大学において社会福祉学、
心理学、教育学、社会学、
芸術学、体育学を専修する
学科またはこれらに相当す
る課程を修めて卒業した方
（他学部における科目履修
は不可）

次のいずれかに該当する方

▽医師、歯科医師、薬剤師、獣
医師のいずれかの資格を有す
る方

▽大学において医学、歯学、薬
学、獣医学、畜産学、水産学、
農芸化学のいずれかの課程を
修めて卒業した方（畜産学、
水産学、農芸化学は厚生労働
省が定める課程を修めて卒業
した方）

▽都道府県知事の登録を受けた
食品衛生監視員の養成施設
（平成27年3月31日以前に厚生
労働大臣の登録を受けた養成
施設を含む）において、所定の
課程を修めて卒業し、環境衛
生監視員の資格を有する方

次のいずれかの資格を有し、
パソコン（ワード・エクセル・
インターネット）の操作がで
きる方

▽消費生活相談員資格試験に
合格した方

▽平成28年4月1日施行の改正
消費者安全法に基づき、消
費生活相談員資格試験に合
格したと見なされた方

土木設計の知識および経験を
有し、パソコンで製図ができ
る方

募集
人数

1人

1人

20人
程度

若干名

10人
程度

10人
程度

1人

若干名

1人

職種・勤務内容

作業療法士

高次脳機能障害
や身体に障害が
ある方への生活
リハビリ、認知
リハビリ、日常
生活訓練などの
指導

言語聴覚士

失語症のある方
への言語リハビ
リ、生活リハビ
リ、認知リハビ
リ、日常生活訓
練などの指導

区立保育園
保育補助

朝と夕方の1日2
回出勤する変則
勤務

区立保育園
用務補助A、B

区立保育園
短時間保育士

乳幼児の保育業
務

児童指導員

児童館および学
童保育クラブに
おける児童指導

環境監視専門
員

工場の設置など
に伴う申請・届
け出などの受け
付けや調査、土
壌汚染や大気汚
染、騒音・振動
に関する指導な
ど、環境に影響
を及ぼす事象に
関する業務

消費生活相談
員

消費生活相談、
消費生活情報の
提供および啓発
に関する業務な
ど

土木設計補助員

非常勤職員募集

（１０）
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定員

各日100人

各日100人

50人

50人

検診日

4／23㈪・26㈭・27㈮、5／21㈪・30㈬

4／24㈫、5／24㈭

4／25㈬

5／25㈮

会場

保健所（青戸4‐15‐14健康プラザかつしか内）

金町保健センター（金町4‐18‐19）

水元保健センター（東水元1‐7‐3）

高砂地区センター（高砂3‐1‐39）

水元保健センター
!3627‐1911

東水元1‐7‐3

新小岩保健センター
!3696‐3781

西新小岩4‐21‐12

金町保健センター
!3607‐4141

金町4‐18‐19

青戸保健センター
!3602‐1284

青戸4‐15‐14

健康部（保健所）
㈹!3602‐1222

青戸4‐15‐14

平成30年度がん検診の申し込みは

3月1日㈭から、はなしょうぶコールへ

胃がん・大腸がん検診（4・5月分）

年度内に各1回受診できます。

【受付時間】 いずれも午前9時～10時30分

胃がん検診

【対象】 区内在住で、平成31年3月31日現在40歳以上（昭和54年3

月31日生まれまで）の方

※国の指針に基づき35歳以上だった対象年齢を40歳以上に変更します。

胃の手術を受けた方、過去に胃の検査を受け具合が悪くなった方、

妊娠中の方は受診できません。

痛み、吐き気などがある方は、医療機関で検査を受けてください。

【内容・費用】 胃のレントゲン撮影（バリウムを使用）1，000円

大腸がん検診

【対象】 区内在住で、平成31年3月31日現在40歳以上（昭和54年3

月31日生まれまで）の方

【内容・費用】 便潜血反応検査 500円

いずれも

【申込方法】 はなしょうぶコールか、ハガキ（希望検診名（「胃がん」

「大腸がん」「胃がん・大腸がん両方」）・会場・検診日（第2希望ま

で）・住所・氏名（フリガナ）・性別・生年月日・電話番号を記入）

で、希望検診月の前月の15日（必着）まで（多数抽選）。電子申請可。

受診票は検診月の前月末に送付します。

【ハガキ申し込み・担当課】

〒125‐0062青戸4‐15‐14健康プラザかつしか内健康づくり課

感染症に注意しましょう！
【担当課】 保健予防課 !3602‐1238

感染性胃腸炎やインフルエンザなどが流行しています。日頃から

手洗いやうがいを心掛けましょう。

効果的な手洗い

①時計や指輪を外す

②石けんを泡立て、手のひらを

よくこする

③手の甲を伸ばすようにこする

④指先、爪の間を念入りにこす

る

⑤指の間を洗う

⑥親指と手首をねじり洗いする

⑦流水で洗い流す

⑧清潔なタオルなどで拭き取っ

て乾燥させる

休日応急診療

中学生以下の方が受診する際は、保護者の同伴をお願いします。

車で来診される場合は、診療所の駐車場または近隣の有料駐車場をご利用ください。

◆医療機関などの案内
東京都医療機関案内サービスひまわり !5272‐0303

東京消防庁救急相談センター（24時間対応） !＃7119または!3212‐2323

本田消防署 !3694‐0119／金町消防署 !3607‐0119

◆平日夜間診療所（小児科）
平日夜間こどもクリニック（立石5‐15‐12立石休日応急診療所） !3694‐9550

（受付時間）月～金曜日 午後7時30分～9時45分

◆休日診療所（内科・小児科）
立石休日応急診療所（立石5‐15‐12葛飾区医師会館内） !3694‐9550

金町休日応急診療所（東金町1‐22‐1金町地区センター内） !3627‐0022

（受付時間）日曜日・祝日 午前10時～11時30分・午後1時～3時30分・5時～9時30分

土曜日 午後5時～9時30分

◆休日当番医（受付時間）午前9時～11時30分、午後1時～4時30分

電話番号

3651‐6500

3692‐1314

5648‐5715

3673‐7171

3691‐6163

3602‐5261

3607‐3870

3691‐1025

3602‐0357

5672‐2225

3691‐0858

3627‐8686

◆休日歯科当番医（診療時間）午前9時～午後4時

電話番号

3627‐3405

5670‐1825

3609‐0468

3691‐0314

◆休日当番接骨院（開院時間）午前9時～午後5時

電話番号

3602‐2341

3697‐3260

3601‐4782

3607‐8623

◆休日対応薬局（開局時間）午前9時～午後5時30分

電話番号

3694‐0435

5648‐5320

3651‐7162

3604‐8267

3694‐0435

5680‐9180

5698‐1021

所 在 地

新 小 岩2‐19‐15

堀 切1‐41‐9

東 金 町7‐5‐8‐1F

鎌 倉2‐2‐7

立 石1‐10‐8

白 鳥3‐13‐13

金 町2‐9‐14

宝 町2‐23‐3

西 亀 有2‐37‐3

立 石7‐3‐4

立 石6‐34‐11

東 金 町1‐26‐5

所 在 地

柴 又1‐9‐15

東四つ木2‐26‐10

柴 又1‐12‐15

堀 切2‐27‐1

所 在 地

亀 有3‐1‐13

東新小岩5‐17‐14

青 戸3‐25‐12

南 水 元2‐18‐21

所 在 地

立 石7‐6‐1

東 金 町7‐4‐3

新 小 岩2‐30‐1

白 鳥3‐12‐1

立 石7‐6‐1

西 亀 有2‐24‐11

宝 町1‐1‐7

診 療 科 目

内、胃

内、消、循、小

内、小、消

内、小

産婦

整、内

内、小

内、小

内、外

内、消内、乳外、肛外、小

産婦

整、リウ、内

医 療 機 関 名

大 久 保 歯 科 医 院

長 谷 川 歯 科 医 院

酒 井 歯 科 医 院

北 澤 歯 科 医 院

接 骨 院 名

と り い 接 骨 院

吉 原 接 骨 院

佐 藤 接 骨 院

ふ じ も り 鍼 灸 整 骨 院

薬 局 名

お お う ら 薬 局 第 一 支 店

薬 局 モ リ フ ァ ー マ シ ー 東 金 町 店

吉 田 薬 局

し ら と り 薬 局

お お う ら 薬 局 第 一 支 店

く る み 薬 局

ベ ル 薬 局 宝 町 店

医 療 機 関 名

渡 辺 昭 医 院

大 山 ク リ ニ ッ ク

東 金 町 内 科 ク リ ニ ッ ク

野 﨑 内 科 医 院

高 岡 産 婦 人 科

協 立 整 形

吉 﨑 医 院

梶 原 医 院

茅 野 外 科 内 科

立 石 中 央 ク リ ニ ッ ク

遠 武 産 婦 人 科

佐 藤 整 形 外 科 医 院

月日

2／25

3／4

月日

2／25

3／4

月日

2／25

3／4

月日

2／25

3／4

活動に対して謝礼をお支払いします。詳しくはお問い合わせください。

申し込み
・担当課

〒125‐0053
鎌倉2‐12‐1
総合教育セン
ター
!5668‐7602

選考日・選考方法

書類選考の上、
面接（面接日
は後日お知ら
せします）。

申込方法

市販の履歴書（余白に「区立学校
看護師希望」と記入）、資格を証
する書類の写し、作文「葛飾区
立学校看護師の果たすべき役
割」（400字程度・様式自由）、返
信用封筒（82円切手貼付・宛先
記入）を、3月9日㈮（必着）まで
に持参か郵送。

市販の履歴書（余白に「区立中学
校特別支援教室専門員希望」と
記入）、資格を証する書類の写し、
作文「葛飾区立中学校特別支援
教室専門員の果たすべき役割」
（400字程度・様式自由）、返信用
封筒（82円切手貼付・宛先記入）
を、3月9日㈮（必着）までに持参
か郵送。

謝礼

1時間2，500円

1時間1，700円

日時

原則、月～金曜日
のうち週1～5日
1日1～5時間
（時間は要相談）

年192日
1日7時間45分
（時間は学校によ
って異なる）

期間

4月1日～
平成31年
3月31日
（更新可）

4月1日～
平成31年
3月31日

対象

看護師資格を有し、児童・生徒の発
達支援や健康管理に対する専門見識
および能力を有する方

教員免許を有する方

募集
人数

若干名

若干名

内容

区立学校看護師

区立学校におけ
る障害児の健康
管理業務など（医
療的ケアを含む）

区立中学校特別
支援教室専門員

区立中学校の特
別支援教室にお
ける教員の指導
補助

!6758‐2222（午前8時～午後8時／年中無休）

右の記事の写真にスマートフォンなどのモバイル機器をかざすと、効果的な手洗いをAR動画でご覧になれます。

ご覧の際は、COCOAR2のインストールが必要です（無料）。右のＱＲコードからアクセスできます。 【担当課】 広報課 !5654‐8116

i
O
S

A
n
d
r
o
i
d

汚れが残りやすい部分

人 材 募 集

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは

平成30年（2018年）2月25日 No.1723
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国の重要文化的景観とは

風土に根ざして

営まれてきた人々

の生活やなりわい

により形成された

景観地です。それ

は、私たち日本人

の生活やなりわいを理解するために欠かせない

もので、身近なだけに気が付きにくいその価値

を文化財として評価しています。

葛飾柴又の文化的景観としての価値

葛飾柴又は、都

市と農村という異

なる顔を併せ持ち、

下町情緒を残しな

がら今なお都市と

しての発展を続け

ています。

こうした魅力と古墳時代から続く長い歴史や

江戸川を背景とした風土。それらにより育まれ

てきた人々の生活やなりわいが一体となった葛

飾柴又の景観が、日本を代表する景観の一つと

して評価されました。

郷土と天文の博物館イベント

国の重要文化的景観に選定された「葛飾柴又の文化的景観」を分か

りやすく紹介します。

シンポジウム

「葛飾柴又の文化的景観」の魅力を学術的なさまざまな視点から専門

家が分かりやすく解説します。

【日時】 3月31日㈯午後1時30分～5時

【定員】120人
い とう たけし

【講師】 伊藤毅氏（東京大学教授）他

【申込方法】

往復ハガキに「柴又シンポジウム」、参加者全員の住所・氏名・年齢

・電話番号を書いて、3月15日㈭（必着）まで（多数抽選）。電子申請可。

【会場・申し込み・担当課】

〒125‐0063白鳥3‐25‐1郷土と天文の博物館

ワークショップ

専門家の解説とともに「葛飾柴又の文化的景観」を紹介する新作映像

を見て、その魅力について参加者同士で語り合います。

【日時】 3月24日㈯午後2～5時

【定員】40人

【講師】 伊藤毅氏（東京大学教授）他

【申込方法】

往復ハガキに「柴又ワークショップ」、参加者全員の住所・氏名・年

齢・電話番号を書いて、3月10日㈯（必着）まで（多数抽選）。電子申請可。

【会場・申し込み・担当課】

〒125‐0063白鳥3‐25‐1郷土と天文の博物館

写真パネル展示

博物館ボランティアが1年間見つめてきた「葛飾柴又の文化的景観」

の魅力を写真にして展示します。

【期間】3月31日㈯～5月末（予定）

【入館料】大人100円、小・中学生50円、未就学児無料（土曜日は中学

生以下無料）

【会場・担当課】

〒125‐0063白鳥3‐25‐1郷土と天文の博物館

寅さん記念館記念イベント
【担当課】 観光課

葛飾柴又3D絵はがきの配布

葛飾柴又の景観の基盤を

成す地形的特徴（江戸川・

微高地・低湿地）を3D絵

はがきで表現しています。

今まで知られていない葛飾

柴又の地形的な魅力を発見

できます。

【配布期間】 3月7日㈬から（無くなり次第終了）

【対象】 寅さん記念館入館チケット購入者

【入館料】 大人500円、中学生以下300円（寅さん記念館・

山田洋次ミュージアム共通料金）

前売り・団体・シルバーなどの割引もあります。詳しく

はお問い合わせください。

記念パネル展「葛飾柴又今昔物語」の開催

長い歳月の流れの中で育まれてきた「葛飾柴又の文化的

景観」。その時代時代の営みを写真から振り返ります。

【期間】 3月7日㈬～5月6日㈰

直接会場へ。

いずれも

【会場・問い合わせ】 寅さん記念館（柴又6‐22‐19）

!3657‐3455

【開館時間】 午前9時～午後5時

【休館日】 毎月第3火曜日

国国国国国国国国国国国国国ののののののののののののの重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化的的的的的的的的的的的的的景景景景景景景景景景景景景観観観観観観観観観観観観観選選選選選選選選選選選選選定定定定定定定定定定定定定記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念イイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトト国国国国国国国国国国国国国ののののののののののののの重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化的的的的的的的的的的的的的景景景景景景景景景景景景景観観観観観観観観観観観観観選選選選選選選選選選選選選定定定定定定定定定定定定定記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念イイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトト

寅さん記念館・山田洋次ミュージアム

葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴又又又又又又又又又又又又又ののののののののののののの文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化的的的的的的的的的的的的的景景景景景景景景景景景景景観観観観観観観観観観観観観葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴柴又又又又又又又又又又又又又ののののののののののののの文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化的的的的的的的的的的的的的景景景景景景景景景景景景景観観観観観観観観観観観観観
【担当課】 郷土と天文の博物館

!3838‐1101

観光課 !3838‐5558

江戸川

山本亭

柴又公園

柴又駅

帝釈天題経寺

帝釈天参道

矢切の渡し

柴又八幡神社

3D絵はがき
のイメージ
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